
健　康
友　愛
奉　仕

　　　◇発　行◇
和泉市老人クラブ連合会
和泉市府中町４− 20 −４
　 ＴＥＬ 0725-43-7514
　　　◇編集協力◇
　　　（株）博 報 社
大阪市平野区喜連西４−６− 69
　 ＴＥＬ 06-6797-0212

平成 28 年（2016 年）1月発行（　1　）　第 35 号

第 35 号

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
健
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
老

人
ク
ラ
ブ
の
諸
活
動
に
ご
協
力

ご
支
援
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
的
に
は
類
を
見

な
い
速
さ
で
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
私
た

ち
高
齢
者
は
今
ま
で
に
増
し
て

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
に
努

力
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
地
域
社
会
の
高
齢

者
に
対
す
る
期
待
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
市
老
連
と
し
ま
し
て

も
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
を

は
じ
め「
伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
」

を
合
言
葉
に
今
後
と
も
皆
様
の

ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
考
え
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

一
方
、
市
老
連
に
と
り
ま
し

て
は
昨
年
よ
り
五
カ
年
計
画
で

会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
協

力
で
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の

入
会
を
勧
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
魅
力
が
あ
り
、
活
気
あ
ふ

れ
る
組
織
の
構
築
と
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
新
し
い
年
が
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

健
康
で
地
域
社
会
で

ま
す
ま
す
活
躍
す
る
高
齢
者
に

会
長

小
山　

良
信

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

痛みの少ない胃カメラ・大腸カメラ

和泉市尾井町2ー8ー6

TEL（0725）40ー0770
FAX（0725）40ー0780

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ／ ● ●
● ● ● ／ ● ／

日・祝
／
／16 30 ～： 19 30：

9 00 ～： 12 00：

かんの歯科クリニック

１５００～： ２０００：
９ ００ ～： １３００：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ●
● ● ● ー ● ●

日
ー
ー

休診日 日曜・祝日（但し、祝日のある週は木曜の午後も診療）

www.kanno-shika.com
ホームページからも診療ご予約いただけます

〒594-1101 和泉市室堂町608－40

FAX（0725）57ー6481
（0725）57ー6480

ム　 シ　 バ　ゼロ

和泉市山荘町1368ー1

社会福祉法人 悠人会
介護老人保健施設

サンガーデン府中サンガーデン府中
通所リハビリテーション  ショートステイ
訪問リハビリ  ヘルパーステーション
いきいきネット相談支援センター

介護・リハビリのことなら

TEL（0725）46ー2001

社会医療法人

ペガサス

和泉市上町81番地

脳神経外科 ・ 内科 ・ 外科 ・ 整形外科
リハビリテーション ・ 健康診断 ・ 予防接種

院内薬局併設╱駐車場完備

馬場満記念クリニック

午後6 00～： 7 00：
午前9 00～： 12 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ／

TEL（0725）43ー2010

平成26年10月にオープンしました！

ファミーユ

（0725）56ー2222
和泉市いぶき野5－5－1

介護老人福祉施設（29床）
ショートステイ（29床）

伯太町和泉警察署並び

公認会計士・税理士 杉 本 光 伸
税理士・行政書士 杉 本 太 平
税 　 理 　 士 杉 本あすか

杉本光伸事務所
公 認 会 計 士  ・ 税 理 士

（0725）45ー2288
和泉市府中町２ー１ー３
（府中車庫前バス停すぐ）南海和泉府中ビル2階

土曜・日曜
も診察
しております

眼科一般・白内障、緑内障検診・小児眼科・レーザー治療など

日本眼科学会認定　眼科専門医

井手眼科

１4００～： １9００：
９ 4０～： １3００：

月受 付 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ／ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ○

日
△
△

祝
／
／

（0725）40ー5015

初診・急患随時受付
駐車場完備

検索井手眼科

△第三日曜のみ、休診

和泉市伯太町2ー31ー12
（0725）41ー2904

介護のことならお任せ下さい

（有）和泉ファミリーケア
　　　　居宅介護支援事業所
　　　　訪 問 介 護 事 業 所
　　　障害訪問介護ステーション
和泉市ホームヘルプ委託サービス
看護婦家政婦紹介所（厚生労働大臣許可）

支援費

介護保険

（0725）53ー1133

医療法人 和泉会

和泉市若樫町３０ー１

介護老人保健施設

一般入所・認知症入所 デイ（通所・パワーリハ有）
訪問介護ステーション　訪問リハビリ

〒５９４ー００２２ 和泉市黒鳥町３ー１２ー１７
TEL43ー6050 FAX41ー7486（代）

幼稚園給食・会社一般給食
委 託 給 食・幕 の 内 弁 当

冨士給食株式
会社

代表取締役 本 山 人 司

まごころをお届けします

子どもは宝です
良い食生活で元気の源を！

子どもは宝です
良い食生活で元気の源を！

〒594ー0031 和泉市伏屋町5ー1ー25
TEL（0725）57ー8208 FAX57ー8207

医療法人 佑絢会 グランデージ和泉

サービス付き高齢者向け住宅

ひとつ上の暮らしがある
安心のわが家

和泉市まなび野1－1

桃学大は協奏力

（代）（0725）54ー3131

特別養護老人ホーム・ショートステイ
地域包括支援センター・ケアプランセンター
デイサービス・ホームヘルプサービス
いきいきネット相談支援センター

地域密着型介護老人福祉施設
和気町３ー４ー２４ 46ー0470

和気町３ー5ー19 46ー0460
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や

か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
和
泉
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
推
進
に
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
会
で
は
、「
気
づ
き
か
ら

築
き
へ　

み
ん
な
で
広
げ
る　

大
き
な
輪
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
、

子
育
て
世
代
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
方
を
対
象

に
福
祉
向
上
に
対
す
る
地
域
の

取
り
組
み
へ
の
支
援
と
し
て
、

相
談
援
助
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

市
民
活
動
支
援
、
共
同
募
金
活

動
へ
の
協
力
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
日
頃
の
生
き
が
い
づ
く

り
と
健
康
づ
く
り
は
も
と
よ

り
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ

の
声
か
け
運
動
や
友
愛
訪
問
・

サ
ロ
ン
活
動
な
ど
の
推
進
に
と

ど
ま
ら
ず
、
子
供
の
見
守
り
や

次
世
代
の
育
成
支
援
、
防
災
・

防
犯
、
環
境
美
化
な
ど
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
醸
成
の
た
め
、

会
員
相
互
の
強
い
団
結
力
で
事

業
を
推
し
進
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
会
と
の
密
な

連
携
の
も
と
、
老
い
も
若
き
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
の
た
め
、
引
き
続
き
ご
教
示

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
和
泉

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
皆
さ
ま

方
に
と
っ
て
輝
か
し
い
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
和
泉
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
小
山
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様

に
は
、
和
泉
市
発
展
の
た
め
、

保
健
福
祉
の
向
上
は
も
と
よ
り

市
行
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
和
泉
市
が
誕
生
し

て
六
十
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
の
六
十
年
間
、
大
規
模

な
宅
地
開
発
に
よ
り
人
口
は
三

倍
以
上
に
増
加
し
、
泉
北
高
速

鉄
道
の
延
伸
、
桃
山
学
院
大
学

の
全
面
移
転
、
テ
ク
ノ
ス
テ
ー

ジ
和
泉
へ
の
企
業
進
出
な
ど
、

和
泉
市
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を

遂
げ
ま
し
た
。
近
年
で
は
大
型

商
業
施
設
が
相
次
い
で
オ
ー
プ

ン
し
、
マ
ス
コ
ミ
の
調
査
で
は

「
子
育
て
を
し
や
す
い
ま
ち
ラ

ン
キ
ン
グ
」で
全
国
第
十
八
位
、

大
阪
府
内
第
一
位
の
評
価
を
い

た
だ
く
な
ど
、
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
市
制
施
行

六
十
周
年
を
、
皆
様
と
と
も
に

お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
を
、
た

い
へ
ん
嬉
し
く
思
い
ま
す
と
と

も
に
、
今
日
ま
で
の
和
泉
市
の

発
展
を
、
長
き
に
わ
た
り
支
え

て
こ
ら
れ
た
皆
様
に
、
深
く
敬

意
を
表
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お

り
、
日
本
は
人
口
減
少
社
会
に

突
入
し
て
お
り
、
今
後
は
ま
す

ま
す
少
子
・
高
齢
化
に
拍
車
が

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

和
泉
市
に
お
い
て
は
、
持
続
的

に
発
展
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、子
育
て
支
援
を
充
実
し
、

子
ど
も
を
産
み
・
育
て
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
皆
様
に
健
康
で
イ
キ

イ
キ
と
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
医
療

･
福
祉
の
充
実
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
地
域
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
、
公
助
、
互
助
、
自

助
が
ほ
ど
よ
く
連
携
し
た
福
祉

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
行
政
と
い
た
し
ま
し

て
も
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
地
域
の
皆
様
が
お
互
い
に

支
え
あ
う
「
互
助
」
が
よ
り
大

切
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
健
康
づ
く
り

へ
の
お
取
り
組
み
に
加
え
、
こ

れ
ま
で
培
わ
れ
た
知
識
と
経
験

を
活
か
し
た
諸
活
動
に
よ
り
、

住
民
が
お
互
い
に
支
え
あ
う
地

域
福
祉
の
向
上
に
ご
貢
献
い
た

だ
い
て
お
り
、
今
後
も
変
わ
ら

ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
和
泉
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

辻　
　

宏
康

和
泉
市
長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長

有
里　

榮
陽

社
会
福
祉
法
人　

和
泉
市
社
会
福
祉
協
議
会

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

植田塗料株式会社
代表取締役　植 田  淳

和泉市室堂町570－1

FAX（0725）55ー2373
（0725）55ー1841（代）

　　　　ナカオは受注から納品までを
　　　　　ひとつの製品と考えます
（製缶、鈑金、溶接、金属表面処理、粉体塗装）

和泉市府中町６丁目９－２６

有限会社

（0725）41ー1856
FAX（0725）41ー0206

大阪府レンタルおしぼり協同組合
レンタルおしぼり・紙おしぼり
業務用資材全般：イーシザイマーケット

高級貸おしぼり

WHITE SERVICE CO.,LTD

（0725）99ー0826
FAX（0725）99ー0955

和泉市父鬼町１８２

E-mail : oit182.uk@basil.ocn.ne.jp

総合建設業

植林建設株式
会社

地域の皆様に支えられ歩んでこられました事に
感謝申し上げます。

　

小田店・工房　和泉市小田町３－２－１３
（0725）41ー0271

（0725）41ー3036

営業時間／9：00～19：00

和泉府中店　和泉市府中町３－１２－３０

御菓子司

建設業許可大阪府知事（一般）１２３５８号 

和泉市浦田町２４１ー１ 

本社　堺市南区小代７１２ー１ 
TEL（072） 284ー4567 FAX 284ー4568

本州工業株式会社 
和泉工場 

製缶　鉄骨・配管　港湾・土木・建築工事 
伴う一切の鉄工工事　諸機械の設計・施工 

和泉市観音寺町８５０番地の５ 

（0725） 46ー0680
FAX（0725） 46ー0681

延 時  隆 
税理士事務所 

JR阪和線  和泉府中駅前 

弁護士 平井信夫 

和泉市府中町１丁目６番１３号（２階） 

ni rah i@i r is .ocn .ne . jp
TEL（0725） 41ー2622

法人・個人の税務申告代理
企 業 診 断 ・ 経 営 相 談
相 続 ・ 事 業 承 継 対 策

公認会計士・税理士

阪 広久事務所
泉大津市東豊中町1ー6ー25
（0725）46ー0123

イズミヤ　ニトリ　アカチャンホンポ　専門店
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第
五
十
三
回
和
泉
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
大
会
は
、九
月
二

日
㈬
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
弥
生

の
風
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
、九
月
に
入
っ
た
と

は
い
え
、い
ま
だ
暑
さ
の
残
る

中
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、金
婚
の

記
念
写
真
を
写
す
ご
夫
婦
が
九

時
半
頃
か
ら
会
場
に
見
え
、晴

れ
や
か
な
雰
囲
気
が
漂
い
始

め
ま
し
た
。十
二
時
三
十
分
前

に
は
辻
宏
康
市
長
、辻
本
孔
久

市
議
会
議
長
を
先
頭
に
来
賓

各
位
も
着
席
さ
れ
、定
刻
十
二

時
三
十
分
、フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
南
部
陽
子
さ
ん
の
司
会
で

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
二
十
四
名
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
紹
介

さ
れ
、第
一
部
の
幕
が
開
き
ま

し
た
。オ
ー
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ー
ゼ

（
ジ
ャ
ズ
）と
南
部
盆
唄
、美
濃

音
頭
、こ
ま
づ
く
り
唄
の
民
謡

三
曲
に
合
わ
せ
、華
麗
な
舞
い

が
あ
で
や
か
に
舞
台
の
上
に
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
時
十
分
、大
会
は
第
二
部
・

式
典
に
移
り
ま
し
た
。国
歌
斉

唱
に
続
き
、小
山
市
老
連
会
長

が
受
賞
者
に
対
し
て
お
祝
い
の

あ
い
さ
つ
と
、ご
家
族
な
ど
の

来
場
者
へ
温
か
い
ご
支
援
に
感

謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

辻
市
長
、辻
本
市
議
会
議
長

か
ら
は
、今
日
の
善
き
日
を
お

祝
い
し
、こ
の
喜
び
を
新
し
い

出
発
点
と
し
て
、さ
ら
に
ま
す

ま
す
元
気
で
市
老
連
、市
政
へ

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
祈
念
す

る
と
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
辻
市
長
お
よ
び
、そ

の
他
の
来
賓
の
皆
さ
ん

の
紹
介
が
改
め
て
行
わ

れ
、来
賓
各
位
は
退
場
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
小
山
会
長
か

ら
の
顕
彰
状
、感
謝
状
お

よ
び
記
念
品
の
贈
呈
に

進
み
ま
し
た
。ま
ず
最
初

に
茶
寿
（
一
〇
八
歳
）の

入
山
小
ス
サ
さ
ん
（
伏
屋

町
）が
呼
ば
れ
ま
し
た
。

和
泉
市
に
と
っ
て
は
数

年
ぶ
り
の
茶
寿
の
お
祝

い
に
な
り
ま
す
。こ
の
後
、安

東
光
子
さ
ん
（
府
中
町
）ほ
か

二
十
五
名
の
方
々
に
白
寿
、藤

原
テ
ル
エ
さ
ん
（
肥
子
町
）ほ

か
二
九
〇
名
の
方
々
に
米
寿
の

顕
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。以
上
で
長
命
の
皆
さ

ん
の
表
彰
が
終
わ
り
、次
に
比

翼
連
理
の
お
祝
い
に
移
り
ま
し

た
。

　

初
め
に
、中
原
唯
雄
・
カ
ズ

ヨ
さ
ん
ご
夫
妻
（
府
中
町
）ほ

か
四
十
四
組
の
皆
さ
ん
に
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
顕
彰
状
と

記
念
品
を
、澤
一
男
・
せ
つ
子

さ
ん
ご
夫
妻
（
肥
子
町
）ほ
か

一
八
一
組
の
皆
さ
ん
に
金
婚
の

顕
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。引
き
続
き
退
任
役
員
に

対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
に
移
り

ま
し
た
。平
成
二
十
七
年
三
月

退
任
の
本
部
役
員
、校
区
連
合

会
会
長
は
八
名
、単
位
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
は
四
十
六
名
で
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
に
会
の

運
営
に
対
す
る
貢
献
と
ご
苦
労

を
ね
ぎ
ら
い
、感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
が
終
了
し
、受
賞
者
を

代
表
し
て
源
辰
夫
・
孝
子
ご
夫

妻
（
桑
原
町
）が
謝
辞
を
述
べ
、

門
林
淳
副
会
長
の
万
歳
の
発

声
に
会
場
全
員
が
三
度
唱
和

し
、松
永
健
二
副
会
長
の
閉
会

の
辞
に
よ
り
、八
二
六
人
の
受

賞
者
を
会
場
全
員
が
祝
い
、称

え
つ
つ
十
四
時
四
十
五
分
、第

五
十
三
回
和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
大
会
は
盛
会
裏
に
閉
会

し
ま
し
た
。　
　
　
（
総
務
部
）

　

第
五
十
七
回
大
阪
府
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
は
、
九
月
十
六
日
、

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か

ら
は
表
彰
を
受
け
る
個
人
お
よ

び
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
者
、

本
部
役
員
、
事
務
局
職
員
な
ど

合
計
三
十
六
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

第
一
部
式
典
部
門
が
始
ま

り
、
国
歌
斉
唱
、
大
阪
府
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
山
下
修
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
表
彰
式
に

移
り
ま
し
た
。
和
泉
市
か
ら
は

次
の
方
々
、
単
位
ク
ラ
ブ
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
町
村
連
役
員
と
し
て
の
功

労
に
よ
り
府
老
連
会
長
か
ら
感

謝
状
・
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
た

方
々
、
三
名
。　
　

※
敬
称
略

　

大
嶋　

二
郎　
（
鶴
山
台
南
）

　

森　
　

昭
夫　
（
鶴
山
台
北
）

　

堀
端
源
四
郎　
（
い
ぶ
き
野
）

　

平
成
二
十
七
年
度
加
入
促
進

表
彰
ク
ラ
ブ
、
七
ク
ラ
ブ
。

　

府
中
町
東
寿
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
府
）

　

和
気
第
一
老
人
ク
ラ
ブ（

和
気
）

　

今
福
町
老
人
ク
ラ
ブ（

和
気
）

　

伏
屋
町
老
人
会
4
区（

北
池
田
）

　

福
瀬
や
わ
ら
ぎ
会
第
2
ク
ラ
ブ

（
横
山
）

　

の
ぞ
み
野
自
治
会

　

老
人
会
の
ぞ
み
会（
緑
ケ
丘
）

　

青
葉
台
青
友
会

　
　
　
　
　
（
青
葉
は
つ
が
野
）

　

続
い
て
市
町
村
老
連
に
よ
る

演
芸
が
開
幕
し
、四
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
新
舞
踊
な
ど
披

露
。そ
の
後
大
会
は
成
功
裏
に

終
了
し
ま
し
た
。　　
（
総
務
部
）

〜
受
賞
の
喜
び
は
明
日
か
ら
の
活
躍
の
ス
タ
ー
ト
〜

第
53
回 

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
大
会

第 57 回 
大阪府老人クラブ連合会大会
個人 3名、7クラブ受賞

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

快適な安心の住まい！！老人福祉施設 

〔老人デイサービスセンター つるやま　併設〕 

和泉市鶴山台2丁目 4 ー 50 
（バス停「志保池公園前」スグ） 

（0725） 
（0725） 46ー9292FAX
46ー9922（代） 

ケアハウス 

長寿社会の文化に貢献します
頑張れシルバー

イキイキとしたシルバーライフは
高齢者だれもが望むところです。
わたしたちはそんなみなさまに
誠意で協力します。

高齢社会のパートナー

大阪市平野区喜連西４－６－６９

老人クラブ広報紙・名簿制作

（06）6797ー0212（代）
株式会社 博 報 社

要 リ ー ス
和泉市万町1021

（0725）56ー1850
FAX（0725）
TEL

56ー1850

土木建設機械・リース・販売・修理

本社製粉 和泉市寺田町1－1－10

埠頭サイロ 高石市高砂2－3－9

飯坂製粉株式
会社

FAX（072）268ー1887
（072）268ー1051（代）

FAX（0725）45ー0062
（0725）41ー2055（代） り

き
ゅ
う 

（0725） 46ー1919 
和泉市幸2ー1ー6 

うなぎ・会席料理・鍋料理
ふぐ鍋コース・よせ鍋コース

2名様から40名様…
お気軽にご利用ください。

忘年会・新年会・あらゆる 
宴会ご予約承ります。 

総 合 建 設 業 

和泉市伯太町2ー13ー20

（0725） 44ー3305FAX
（0725） 41ー2081（代） 

菓 子 製 造

和泉市観音寺町１６４－１● 本 社 工 場

泉大津市東雲町１０－２２● 泉大津工場
TEL（0725）46ー4080 FAX46ー9060

TEL（0725）23ー5777 FAX23ー6777

菓 子 製 造

山本産業株式会社
和泉市黒鳥町1ー3ー16

（0725） （代）41ー1201
FAX（0725）
TEL

45ー3281

和泉市阪本町1225
（0725）46ー2740

FAX（0725）
TEL

45ー0108

inspection

株式
会社 ウ ィ ル

不動産  注文住宅  賃貸物件
のご相談はおまかせ下さい

ユウハウジング㈱
緑豊かな街づくり
府中町1丁目10－3

0120ー46ー6702
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わ
が
国
の
高
齢
者
人
口
は
三
、

〇
〇
〇
万
人
を
超
え
、今
後
も
さ

ら
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。一
方
、全
国
的
に
平
成
十

年
を
ピ
ー
ク
に
ク
ラ
ブ
数
、会
員

数
が
減
少
し
、平
成
二
十
四
年
に

は
ピ
ー
ク
時
の
八
九
〇
万
人
か
ら

六
九
〇
万
人
と
二
〇
〇
万
人
減
り

ま
し
た
。そ
こ
で
、全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
全
老
連
）で
は
会
員

数
回
復
の
た
め
、都
道
府
県
、指
定

都
市
段
階
で
増
強
目
標
の
設
定
、

愛
称
募
集
、達
成
ク
ラ
ブ
の
表
彰
、

報
奨
金
制
度
な
ど
の
導
入
を
図
り

ま
し
た
が
大
き
な
変
化
は
な
く
、

ま
た
、若
手
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
活

用
、健
康
づ
く
り
、介
護
予
防
の
呼

び
か
け
に
よ
る
諸
策
も
会
員
増
ま

で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
、全
老
連
結
成

五
十
年
を
契
機
に
翌
二
十
五
年

に
か
け
、政
策
委
員
会
に
お
い

て
検
討
を
重
ね
、平
成
二
十
六

年
か
ら
五
カ
年
で
「
老
人
ク
ラ

ブ
１
０
０
万
人
増
強
運
動
」の
推

進
を
決
定
し
ま
し
た
。ち
な
み
に

平
成
二
十
五
年
度
の
会
員
数
は

六
五
〇
万
人
で
あ
り
、平
成
三
十

年
に
七
五
〇
万
人
を
目
指
そ
う
と

す
る
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運

動
」で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
大
阪
府
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
府
老
連
）は
退
会

し
た
岸
和
田
、吹
田
両
市
の
復
帰

を
努
力
目
標
と
す
る
一
方
、各
市

町
村
老
連
の
増
員
目
標
を
定
め
、

全
体
で
四
万
人
増
と
す
る
計
画
を

作
り
ま
し
た
。和
泉
市
で
は
三
、

二
〇
〇
人
増
員
の
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。

　

全
老
連
、都
道
府
県
・
指
定
都

市
老
連
、市
町
村
老
連
、会
員
、す

べ
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
者
が
一

丸
と
な
っ
て
運
動
を
展
開
し
、会

員
増
強
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

さ
ら
に
前
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
運
動
で
あ
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
基
本
理
念
は
健

康
、
友
愛
、
奉
仕
で
す
が
、
今
回

の
会
員
増
強
運
動
で
目
指
す
理
念

は
次
の
四
つ
の
〈
づ
く
り
〉
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

⑴
生
き
が
い
づ
く
り
（
高
齢
期

　

の
充
実
）
…
趣
味
、
文
化
、
レ

　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

　

⑵
健
康
づ
く
り
（
健
康
寿
命
を

　

延
ば
す
）
…
健
康
学
習
、運
動
、

　

体
力
測
定
な
ど

　

⑶
仲
間
づ
く
り（
同
世
代
の
連
携
、

　

支
え
合
い
）
…
例
会
、声
か
け
、

　

友
愛
、
親
睦
、
旅
行
な
ど

　

⑷
地
域
づ
く
り（
社
会
貢
献
・
連
帯
）

　

…
環
境
美
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
、

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
世
代
間

　

交
流
な
ど

　

そ
し
て
、
具
体
的
に
次
の
三
つ

の
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

⑴
勧
誘
か
ら
始
め
よ
う

　

⑵
ク
ラ
ブ
を
P
R
し
よ
う

　

⑶
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う

　

和
泉
市
の
会
員
数
の
推
移
は

左
上
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
会
員

数
は
増
え
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

平
成
二
十
四
年
を
ピ
ー
ク
に
わ

ず
か
ず
つ
減
少
傾
向
に
入
っ
て

い
ま
す
。
全
老
連
、
府

老
連
の
運
動
に
呼
応
し

て
市
老
連
で
は
総
務
部

が
中
心
に
な
り
、
若
手

部
、
女
性
部
と
連
携
し

会
員
増
強
運
動
推
進
委

員
会
（
委
員
長
門
林
淳

総
務
部
長
）
を
設
置
し
、

二
十
六
年
度
か
ら
次
の

取
り
組
み
を
推
進
中
で

あ
り
ま
す
。

⑴
各
ク
ラ
ブ
二
名
の
純

　

増
を
重
点
目
標
と
し
、

　

加
入
率
の
低
い
世
代

　

へ
の
積
極
的
勧
誘

　

未
加
入
者
が
一
三
、〇
〇

　

〇
人
い
る
六
十
五
～

　

六
十
九
歳
台
の
五
パ

　

ー
セ
ン
ト
を
会
員
に

⑵
C
S
W
（
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

　

ー
カ
ー
）、地
域
包
括
セ

　

ン
タ
ー
、
町
会
、
自

　

治
会
な
ど
と
連
携
し

　

て
未
設
置
地
域
に
ク

　

ラ
ブ
の
設
置

⑷
活
動
の
標
語
を「
チ
ャ
レ

　

ン
ジ
３
２
０
０
」と
し
、 

　

平
成
三
十
年
に
一
八
、

　

〇
〇
〇
人
に
す
べ
く
、

　

各
年
度
の
増
員
目
標

　

を
設
定

　

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
、

と
い
う
命
題
に
は
簡
単
な
答
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
や
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
ラ
ブ
が
持
つ
伝
統
、
文
化
に

も
違
い
が
あ
り
画
一
的
に
は
言
え

ま
せ
ん
。
趣
味
や
文
化
、健
康（
運

動
）
の
サ
ー
ク
ル
が
各
ク
ラ
ブ
に

は
数
多
く
準
備
さ
れ
、
人
生
の
達

人
た
ち
に
よ
り
、
門
戸
を
広
く
開

い
て
い
る
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
多
く
の
人
に
紹

介
し
、
時
代
を
共
有
し
た
仲
間
が

身
近
に
た
く
さ
ん
い
て
、
く
つ
ろ

げ
る
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
根
気
よ
く

発
信
し
、
続
け
る
こ
と
が
ま
ず
会

員
増
強
運
動
の
第
一
歩
で
し
ょ

う
。
先
ほ
ど
政
府
は
一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
を
提
唱
し
ま
し
た
。

今
ま
た
、
改
め
て
私
た
ち
高
齢
者

の
社
会
参
加
が
期
待
さ
れ
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
。お
互
い
の
知
識
、

経
験
を
活
か
し
、
名
利
を
超
越
し

活
躍
の
場
は
あ
る
も
の
と
信
じ
、

で
き
れ
ば
減
員
の
事
情
は
最
小
限

に
し
、
確
実
な
増
員
目
標
の
達
成

に
ま
い
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
加
入
促
進

活
動
に
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
単

位
ク
ラ
ブ
と
し
て
府
老
連
大
会
で

和
泉
市
か
ら
七
ク
ラ
ブ
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
府
下
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
ク
ラ
ブ
数
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
ラ
ブ
の
日
頃
の
活
動
を
次
に

紹
介
し
ま
す
（
※
次
ペ
ー
ジ
掲

載
）。
と
も
に
称
え
、
喜
び
、
ま

た
よ
き
先
達
と
し
た
い
も
の
で

す
。　
　
　

　
（
会
員
増
強
運
動
推
進
委
員
会
）

会員増強運動にどう取り組んでいくか？
　わが国では加速度的に少子高齢化が進んでいます。志ある私たちの先輩たちが戦後まだ日
も浅い時期に創設し、築き上げてきた老人クラブは、高度成長期、バブルの崩壊、経済成長
の減速など幾多の社会情勢の変化に応じながら順調に会員数は増え、社会の第一線を退いた
仲間たちのよりどころとして存在の意味の重要さが周知されるところでありました。しかる
にある時期から会員数の減少が目立ち始め、逆に危機感が増大する事態に立ちいたっており
ます。
　今号では全国、あるいは大阪府の変化を直視し、和泉市老人クラブとしてどう対処してい
くかを特集として取り上げました。

①
背
景

④
今
後
の
課
題

②
全
老
連
の
目
指
す

　

運
動
の
内
容

③
和
泉
市
老
連
の

　

取
り
組
み

年度（平成）総人数（人）

23 年 14,640

24 年 14,855

25 年 14,844

26 年 14,724

27 年 14,536

平成 25 年度会員数 26 年 27 年 28 年 29 年 30 年 増員合計
14,844 400 500 600 800 900 3,200

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

学校法人　日高学園 

聖ヶ岡幼稚園 
和泉市太町1 3 3 の 1

心と体力づくりにはげむ 

41ー0813
44ー4020FAX

和泉市光明台3丁目6番地

http://kinder.k-lumbini.jp
TEL（0725）56ー2661

平成27年度より「認定こども園」
として新たにスタートしました。

認定こども園

＊「働くママを応援！」最大19時まで
　お預かり。夏休み等長期休暇中
　預かり保育もあります。

光明台幼稚園
鶴山台国際幼稚園

和泉市鶴山台3ー1ー3
（0725）43ー1888
鶴山台明徳幼稚園

和泉市鶴山台1ー17ー1
（0725）45ー2181

新光明池幼稚園
和泉市伏屋町 3ー5ー22
（0725）55ー2199

FAX（0725）57ー2025

学校法人  共立学園
認定こども園

学校法人  浩陽学園学校法人  浩陽学園

和泉チャイルド幼稚園和泉チャイルド幼稚園
和泉市王子町２－１－５２

http ://www. izumich i ld .com/
FAX（0725）41ー2999
（0725）41ー2996（代）

平成28年4月より
認定こども園に変わります
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二
年
連
続
の
受
賞
は
大
変
光

栄
で
、市
老
連
の
会
員
増
強
運

動
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
三
二
〇
〇
」

に
多
少
の
貢
献
が
で
き
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

青
葉
台
に
は
四
つ
の
単
位
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、昨
年
は
三
ク
ラ

ブ
が
、今
年
は
一
ク
ラ
ブ
が
受

賞
し
ま
し
た
が
、全
て
の
活
動

は
四
ク
ラ
ブ
合
同
で
行
っ
て
お

り
、各
ク
ラ
ブ
の
会
員
増
加
数

の
違
い
は
各
区
域
の
人
口
の
違

い
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、大
々

的
な
会
員
増
強
運
動
を
展
開

し
、四
ク
ラ
ブ
合
計
で
六
十
七

人
の
増
加
（
会
員
数
三
一
一
→

三
七
八
）と
い
う
大
き
な
成
果

を
得
ま
し
た
。そ
の
活
動
内
容

は
「
す
こ
や
か
和
泉
第
三
十
三

号
」で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
で

す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
そ
ん
な

活
動
の
後
な
の
で
、会
員
増
加

は
望
め
な
い
だ
ろ
う
と
は
思
い

ま
し
た
が
、何
と
か
四
〇
〇
人

の
大
台
に
乗
せ
た
い
と
い
う
多

く
の
会
員
に
共
通
の
願
望
が
あ

り
、そ
れ
を
目
標
に
掲
げ
毎
月

発
行
の
自
治
会
広
報
誌
「
ニ
ュ

ー
ス
あ
お
ば
」に
会
員
募
集
記

事
を
載
せ
る
な
ど
、地
道
な
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。テ
ニ

ス
部
、社
交
ダ
ン
ス
部
と
い
っ

た
新
し
い
サ
ー
ク
ル
の
立
ち
上

げ
も
、加
入
促
進
に
は
効
果
的

で
し
た
。そ
の
結
果
が
二
十
五

人
の
増
加
で
、念
願
の
四
〇
〇

人
超
え
を
達
成
で
き
ま
し
た
。

具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
次

第
で
す
。

　

和
泉
市
の
山
間
部
、横
山
校

区
に
は
約
一
六
〇
〇
名
近
く
の

高
齢
者
が
若
年
層
に
負
け
じ
、

劣
ら
じ
と
地
域
活
動
に
精
を
出

し
て
い
る
。

　

中
で
も
福
瀬
や
わ
ら
ぎ
会
は

現
在
、六
十
五
歳
以
上
の
会
員

一
九
八
名
を
二
ク
ラ
ブ
に
分
け

て
、親
睦
活
動
や
健
康
増
進
の

た
め
の
体
力
づ
く
り
、地
域
の

安
心
・
安
全
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
六
十
五
歳
以

上
の
会
と
し
て
い
る
が
、入
会

が
自
由
と
い
う
の
は
、あ
ま
り

に
寂
し
い
で
は
な
い
か
。こ
の

土
地
で
生
活
し
、地
域
活
動
な

ど
で
も
活
躍
し
、喜
怒
哀
楽
を

共
に
し
て
き
た
「
な
じ
み
の
人

達
」の
第
二
の
人
生
の
会
で
あ

る
。

　

六
十
五
歳
以
上
は
全
員
入
会

を
目
標
に
、福
瀬
は
「
老
人
ク

ラ
ブ
」で
は
な
く
「
や
わ
ら
ぎ

会
」と
し
た
。

　

そ
の
こ
と
が
一
因
で
あ
ろ
う

か
、第
2
ク
ラ
ブ
は
三
、四
年
ぐ

ら
い
前
か
ら
少
し
ず
つ
会
員
が

増
え
て
い
る
。

　

全
国
平
均
寿
命
は
、男
性
で

も
八
十
歳
を
超
え
て
い
る
現

在
、六
十
歳
代
、七
十
歳
代
は
ま

だ
ま
だ
働
き
盛
り
で
あ
り
、地

域
の
ス
タ
ー
で
あ
る
。

　
「
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
、担
お

う
、地
域
づ
く
り
を
」の
一
端
を

担
い
、ま
だ
ま
だ
、若
い
も
ん
に

は
負
け
な
い
で
、元
気
に
、楽
し

く
、気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
う

会
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
る
。　

　

成
果
の
要
因
は
、ク
ラ
ブ
が

行
っ
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
や
、カ
ラ
オ
ケ
会
な
ど
の

楽
し
い
行
事
を
役
員
が
未
加
入

者
に
積
極
的
に
声
掛
け
、説
明

し
、入
会
を
勧
め
る
努
力
を
し

た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
会
で
は
毎
週
月
、水
、金
の

三
日
、午
前
中
の
約
三
時
間
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
行
い
、

毎
月
一
回
は
会
館
で
カ
ラ
オ
ケ

会
を
開
き
、年
二
回
は
カ
ラ
オ

ケ
店
を
借
り
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。皆
さ
ん
熱
心
で
、競
っ
て
新

曲
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

の
行
事
に
も
気
軽
に
参
加
し
て

い
ま
す
。　　

　

伏
屋
町
老
人
会
第
4
区
の

会
長
の
中
出
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

伏
屋
町
老
人
会
は
、一
区

～
五
区
ま
で
、
約
八
〇
〇

人
の
会
員
が
ご
ざ
い
ま
す

（
六
十
五
歳
以
上
）。老
人
会

館
に
て
、毎
週
月
～
木
曜
日

ま
で
卓
球
、水
曜
日
の
み
将

棋
・
囲
碁
の
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
、町
会
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
、火
、金
曜
日
に

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
。毎

月
第
二
金
曜
日
に
は
、コ
ン

ペ
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
長
の
方
は
、九
十
歳
の

女
性
も
参
加
し
て
お
り
、楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。年

一
回
の
一
泊
旅
行
（
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
）も
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

毎
回
三
十
人
前
後
の
人
が

練
習
に
参
加
し
、楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。

　

練
習
は
、四
ゲ
ー
ム
で
午

後
一
時
三
十
分
～
三
時
で
約

四
〇
〇
〇
歩
の
運
動
と
な

り
、皆
さ
ま
は
す
ご
く
元
気

に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。　

　

戦
後
七
十
年
、わ
れ
わ
れ

の
生
活
環
境
も
随
分
変
化

し
、長
寿
の
世
の
中
と
な
り
ま

し
た
。若
い
世
代
は
活
躍
の

場
を
求
め
、親
元
を
離
れ
核

家
族
を
構
成
す
る
状
況
で
す
。

　

昔
は
隠
居
で
過
ご
せ
た
者

が
今
は
年
寄
り
が
家
を
守

り
、近
所
付
き
合
い
を
す
る

の
が
現
在
で
す
。

　

さ
て
当
ク
ラ
ブ
も
年
々
会

員
の
減
少
が
続
き
、運
営
の

危
機
を
感
じ
昨
年
度
役
員
さ

ま
、特
に
女
性
部
の
方
の
ご

協
力
で
適
齢
者
へ
の
加
入
声

掛
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
結
果
、多
数
の
新
会
員

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
明
る
く
元
気
で
、皆
さ

ま
方
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

　
　
　

  
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

加
入
促
進
の
表
彰
を
受
け
た

　
　
　
　
　
　
7
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
紹
介
!!

青
葉
台
西
青
友
会

青
葉
は
つ
が
野
校
区会長　濵口　　徹

福
瀬
や
わ
ら
ぎ
会

第
2
ク
ラ
ブ

横
山
校
区

会長　天堀　　惠

和
気
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

和
気
校
区

会長　藤田　　登

伏
屋
町
老
人
会
4
区

北
池
田
校
区

会長　中出　和克

府
中
町
東
寿
会

府
中
校
区

会長　前川　統一

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています郷荘中学校前、寺門バス停すぐ

年 中 無 休

（0725）44ー6400TEL

★平日夜1 0時まで診療
★土・日・祝 夕方6時まで診療

在宅往診いたします

和泉市いぶき野３ー１６ー１３
和泉中央駅より徒歩５分／駐車場有り

院  長 木 下 雅 代

TEL（0725）57ー0057

みやび眼科クリニック
月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

日・祝
／
／午後 4 00～： 6 00：

午前 9 00～： 12 00：

自然の中でいきいき、のびのび、たくましく

幼保連携型認定こども園

和泉市仏並町358ー11
（0725）90ー2501
FAX（0725）90ー2503

http://yokoyamakinomi.sakura.ne.jp

〒594ー1105　和泉市のぞみ野２ー１２６４ー3 
0725ー55ー3635 FAX 0725ー55ー3577 TEL 

有料老人ホーム

老人ホーム

カーサ咲花 のぞみ野館

〒594ー1105　和泉市のぞみ野1ー3ー30 
0725ー55ー1688 FAX 0725ー55ー1919 TEL 

咲 花 病 院 医療法人
啓 仁 会

〒594ー1105　和泉市のぞみ野3ー１２37ー24 
0725ー55ー9278 FAX 0725ー55ー9277 TEL 

ウェルカーサ のぞみ野
内科・リハビリテーション科・通所リハビリ

大島クリニック
医療法人 紀生会

午後 5 ００～： 7 3０：
午前 9 ００～： １２００：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

日
○
／

休診：土曜午後・日曜午後・木曜・祝日
土曜・日曜はAM9：00～PM1：00迄

●デイケア送迎あり ●駐車場完備 ●日曜診療

（0725）41ー0061（代）
〒594ー0023  和泉市伯太町6丁目9番11号

和泉市府中町１丁目８番３号
（和泉ショッピングセンター２階）

（0725）45ー3119

村田胃腸科内科

午後５ ００～： ８ ００：
午前９ ００～： １２３６：

月診 察 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

日・祝
／
／

休　診　土曜午後・木曜・日曜・祝日

和泉市上町６６１番地の１
（0725）46ー7600

月診療時間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ×

日・祝

○ ×
×
×

・労災  ・生保指定  ・各種保険取扱い
午後4 30～： 6 00：
午前9 00～： 12 00：

整形外科・内科・リハビリテーション科
在宅医療 入院随時

銀杏会診療所
ぎ ん な ん か い
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今
福
老
人
ク
ラ
ブ
の
平
成

二
十
七
年
度
の
会
員
数
は

八
十
八
名
で
す
。

　

昨
年
春
、
各
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
、
副
会
長
で
、
満

六
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
お

よ
び
六
十
歳
以
上
で
、
老
人

ク
ラ
ブ
へ
未
加
入
の
方
々

に
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会

を
お
願
い
し
て
回
っ
た
と
こ

ろ
、
十
二
名
の
方
が
入
会
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
四
月
に
満
六
十
歳

以
上
、
老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入

で
新
し
く
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員

ま
で
申
し
出
て
も
ら
う
よ

う
、
町
会
を
通
じ
て
町
内
全

家
庭
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し

て
も
ら
い
ま
し
た
が
一
件
も

申
し
出
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

今
後
は
二
～
三
年
に
一
度

は
、
役
員
な
ど
が
対
象
者
に

声
掛
け
を
し
て
回
る
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
は
府
老
連
の
加

入
促
進
ク
ラ
ブ
表
彰
を
受
け

大
変
に
恐
縮
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
ど
も
「
の
ぞ
み
会
」
は

現
在
六
十
五
名
の
会
員
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
デ

ィ
ス
コ
ン
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手

芸
、
歩
こ
う
会
、
卓
球
な
ど

を
行
い
、
サ
ー
ク
ル
を
通
し

て
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

加
入
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
は
自
治
会
の
歳
末
パ
ト

ロ
ー
ル
の
際
に
、
入
会
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
プ
レ
ゼ
ン
を
し

た
り
、
各
会
員
を
通
し
て
声

掛
け
を
し
て
好
き
な
サ
ー
ク

ル
に
体
験
参
加
を
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
入
会
を
勧
め
て

加
入
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
今
年
は
十

名
余
り
の
方
の
加
入
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
知
り
合
い
を
通

し
て
積
極
的
に
声
掛
け
を
し

て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

加
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
“
芸
術
の

秋
”
を
彩
る

『
第
十
二
回

す
こ
や
か
文

化
祭
』（
和

泉
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合

会
、
和
泉
市

社
会
福
祉
協

議
会
共
催
）

は
十
一
月
二

十
五
日
㈬
か

ら
二
十
七
日

㈮
ま
で
、
和

泉
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
で
、
華

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
六
十
歳
以
上
の
市
民

が
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、

一
年
間
研
さ
ん
し
て
き
た
作
品

や
演
技
を
披
露
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
鑑
賞
す
る
シ
ニ
ア
を
は
じ

め
延
べ
約
一
五
〇
〇
人
の
市
民

で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
文
化
祭
の
柱
の
一
つ
、

「
作
品
展
」
は
二
十
五
日
か
ら

三
日
間
、
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

三
階
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

と
学
習
室
四
で
開
か
れ
、洋
画
、

写
真
、
書
、
彫
刻
、
仏
画
、
手

芸
な
ど
約
一
五
〇
点
が
ジ
ャ
ン

ル
ご
と
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
高
齢
者
の
作
品
と
は

思
え
な
い
充
実
し
た
も
の
ば
か

り
。そ
の
深
み
の
あ
る
作
品
に
、

連
日
多
く
の
観
客
が
会
場
を
訪

れ
、
感
慨
深
げ
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
中
に
は
、
和
泉
市
老

連
女
性
部
会
が
府
老
連
の
広
報

紙
「
ね
ん
り
ん
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」

で
提
案
し
た
「
ア
イ
デ
ア
を
生

か
し
た
小
物
づ
く
り
」
を
参
考

に
制
作
し
た
「
タ
オ
ル
掛
け
人

形
」も
あ
っ
て
、「
か
わ
い
い
ね
。

作
っ
て
み
よ
う
か
し
ら
…
」
と

話
し
合
っ
て
い
る
女
性
グ
ル
ー

プ
も
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
柱
、
演
芸
大
会

は
最
終
日
の
二
十
七
日
、
弥
生

の
風
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
市
内
の
各
校
区
か
ら
出
演

し
た
の
は
民
踊
、
詩
吟
、
社
交

ダ
ン
ス
、
舞
踊
な
ど
よ
り
す
ぐ

り
の
二
十
六
演
目
。
そ
れ
ぞ
れ

舞
台
上
で
見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
せ
、「
が
ん
ば
れ
」

と
観
客
席
か
ら
熱
い
声
援
が
か

か
り
、
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。
市
老
連
有
志
に
よ

る
ア
カ
ペ
ラ
合
唱
団
も
出
演
。

懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
披
露

し
て
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
演
者
や
家
族
ら

は
、
作
品
展
へ
と
足
を
運
び
ま

し
た
。「
来
年
は
作
品
を
出
そ

う
か
し
ら
…
」「
そ
う
ね
。
私

も
…
」
と
語
り
合
い
な
が
ら
会

場
を
去
る
人
た
ち
も
い
て
、
華

や
か
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
文

化
祭
は
来
年
へ
と
引
き
継
が
れ

な
が
ら
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
部
）

会長　大野　清久

今
福
町
老
人
ク
ラ
ブ

和
気
校
区

会長　岸本　義信

の
ぞ
み
野
自
治
会
老
人
会

　
　
　
　

の
ぞ
み
会

緑
ケ
丘
校
区

〜高齢者の華やかな生きがい見せて〜

〈演芸大会〉

〈作品展〉

第12回すこやか文化祭

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

もりもと泌尿器科クリニック

堺市南区鴨谷台2丁1ー3 アクトビル2F

PM
AM

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ※
○ ○ ○ ／ ○ ／

休診日╱日曜・祝日、木・土曜午後
※土曜午前は13：00まで

5 00～： 7 30：
9 00～： 12 30：

TEL（072）268ー2000

受付時間　午前 8：30～11：30 
　　　　　 午後 2：30～ 5：30 
休 診 日　木曜・日曜・祝日 
　　　　　 火曜午後・土曜午後 

（072） 296ー1005

〒590ー0138  堺市南区鴨谷台２丁５ー１ 
（光明センタービル３F） 

植田医院 
内　科・外　科 

ー 
〒594ー0082 和泉市富秋町1－6－16

リハビリ設備あり　往診可 
月 診 療 時 間  火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ／ ○ ○ ／ 

日・祝 
／ 
／ 午後 3 00～ ： 6 00： 

午前 9 30～ ： 12 30： 皆様のご健康と
ご長寿を祈念致します。 （0725）43ー1012

FAX（0725）43ー5702

みどり薬局

和泉市肥子町１丁目１０－３７

営業日時
月～土　９：００～２０：００

府中病院及びその他の
処方せん受け付けます

（0725）92ー0045

温かい心で安心とやすらぎの
ケアを提供します。

医療法人
橘　 会

内科・整形外科・居宅支援
通所リハビリ・訪問診療
訪問リハビリ・訪問看護
訪 問 介 護・通 所 介 護

和泉市仏並町２８７番地 和泉市伯太町6丁目10ー20
（ロフティロット1Ｆ）

整形外科・リハビリテーション科
医 療 法 人

原田整形外科
クリニック

午後 4 ３０～： ７ ００：
午前 9 ００～： １２００：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ × ○ ×

日
×
×

休診日　土曜午後・日曜・祝日・木曜

（0725）46ー4601

内科・麻酔科 （ペインクリニック） 
〈肩痛・腰痛・膝痛等　各種痛みの治療〉 

     和泉市和気町2丁目3番7号 
（朝日プラザシティサザンパーク内） 

胃腸外来　　 肛門外来 
乳腺外来　往診　各種検査 

（0725） 46ー1026

月　火　水　木　金　土　 診 療 時 間  

午前9：00～12：00
午後4：00～ 7：00 休 休 

休診日　木曜午後・土曜午後・日曜・祝日 

整形外科・リハビリテーション科 

〒594ー0011 和泉市上代町733ー9
（0725） 41ー5800

休診日　土曜午後・日曜・祝日 

月 火 木 金 土 診 療 時 間 

Ｐ．Ｍ．5：00～ 7：00
Ａ．Ｍ．8：45～12：00

水 

医療法人　西本会 
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今
年
度
、
女
性
部
の
取
り
組

み
の
二
つ
目
に
掲
げ
て
お
り
ま

し
た
ゴ
ミ
減
量
対
策
、
回
収
の

有
料
化
に
つ
い
て
、
九
月
七
日

㈪
、
三
井
女
性
部
長
以
下
二
十

三
名
の
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
が
集

ま
り
、
和
泉
市
か
ら
木
下
環
境

産
業
部
次
長
兼
生
活
環
境
課
長

と
岸
田
参
事
の
お
二
人
を
お
招

き
し
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
市
側
か
ら
お
お
む
ね
次
の

よ
う
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
和
泉
市
は
各
分
野
で
整
備
、

改
善
を
進
め
、
中
堅
都
市
と
し

て
着
実
に
成
長
、
発
展
を
遂
げ

て
お
り
、
皆
さ
ん
と
共
に
喜
び

に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
ゴ

ミ
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
人
口

増
と
い
う
背
景
を
持
ち
な
が
ら

残
さ
れ
た
課
題
で
あ
り
、
市
の

財
政
圧
迫
の
一
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
現
状
、
市
民
の
一
日

当
た
り
の
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
約

八
〇
〇
グ
ラ
ム
、
年
間
処
理
費

用
は
一
人
当
た
り
約
一
万
三

千
円
に
も
上
り
ま
す
。
そ
こ

で
絶
対
量
の
削
減
、
有
料
化
を

図
り
、
改
善
を
進
め
る
所
存
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
再
資
源
化
を
促
進
す

る
分
別
、
無
駄
な
買
い
物
な
ど

の
排
除
が
肝
要
で
あ
る
と
確
信

し
、
こ
の
取
り
組
み
へ
の
転
換

を
P
R
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
十
月
か
ら
の
実
施

に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご

理
解
い
た
だ
き
、
広
く
徹
底
を

呼
び
掛
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
泉
大
津

市
で
は
平
成
二
十
二
年
十
二
月

か
ら
、
高
石
市
で
は
二
十
五
年

十
月
か
ら
実
施
に
入
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
十
五
％
、
十
七

％
の
削
減
が
実
現
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
二
十
％
削
減
、

約
五
千
万
円
の
経
費
削
減
に
挑

戦
し
、
得
ら
れ
た
効
果
は
教
育

や
福
祉
な
ど
喫
緊
の
分
野
へ
の

割
り
振
り
、
ひ
い
て
は
市
財
政

の
健
全
化
の
一
助
へ
と
考
え
て

お
り
ま
す
」。

　

お
話
は
と
て
も
身
近
で
、
身

に
つ
ま
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で

し
た
。
私
た
ち
は
日
頃
は
、
台

所
の
ゴ
ミ
や
不
要
な
紙
類
な
ど

四
十
五
リ
ッ
ト
ル
袋
に
何
の
気

も
な
し
に
放
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
リ
サ
イ
ク
ル

に
重
要
な
分
別
に
精
出
し
、
不

要
な
買
い
物
を
控
え
る
よ
う
努

め
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
日
の
勉
強
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
き
ち
ん
と
メ
モ
で
残
し
、

ご
近
所
へ
呼
び
掛
け
る
こ
と
も

大
事
だ
と
、
終
わ
っ
た
後
、
み

ん
な
で
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
き
っ
と
街
路
も
集
落

の
中
も
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と

の
な
か
っ
た
も
っ
と
ク
リ
ー
ン

で
豊
か
な
和
泉
市
が
出
現
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

あ
れ
や
こ
れ
や
工
夫
し
て
分

別
や
減
量
に
取
り
組
む
こ
と
が

脳
の
活
性
化
に
も
役
立
ち
ま
す

し
、
さ
さ
や
か
で
も
家
計
の
プ

ラ
ス
に
も
な
り
ま
す
。

　

家
庭
の
ゴ
ミ
処
理
係
を
自
認

す
る
私
た
ち
女
性
の
活
躍
の
場

が
、
こ
れ
に
よ
り
ま
た
一
つ
加

わ
り
ま
し
た
。　
　
（
女
性
部
）

　

十
月
二
十
日
㈫
、
私
た
ち
女

性
部
リ
ー
ダ
ー
二
十
二
名
に
小

山
会
長
を
加
え
た
総
勢
二
十
三

名
は
、
桑
原
大
橋
に
集
結
し
、

午
前
八
時
、
丹
波
篠
山
へ
向
け

出
発
し
ま
し
た
。
旅
行
会
社
の

厚
意
で
私
た
ち
専
用
の
車
両
に

な
り
ま
し
た
。

　

和
泉
を
離
れ
る
と
日
差
し
は

ま
だ
暑
さ
が
残
っ
て
い
て
も
爽

や
か
な
秋
空
、
窓
を
開
け
る
と

秋
の
風
は
少
し
ひ
ん
や
り
と
し

て
心
地
よ
い
。
道
中
は
紅
葉
に

は
も
う
少
し
か
な
と
思
わ
せ
つ

つ
も
、
遠
く
近
く
早
く
も
赤
や

黄
色
の
葉
を
つ
け
た
木
々
が
目

に
入
り
ま
す
。

　

丹
波
に
入
り
、
の
ど
か
な

里
山
の
草
花
や
ち
ょ
っ
と
色

づ
い
た
か
わ
い
い
柿
の
木
な
ど

の
風
景
を
目
に
す
る
と
、
会

話
も
一
層
弾
み
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
山
々
の
紅
葉
が
進
む
と
ま

た
違
っ
た
風
景
が
現
れ
、
訪
ね

る
人
々
の
心
を
も
っ
と
和
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。

　

車
を
降
り
て
地
元
の
方
の
案

内
で
、
ま
ず
黒
豆
狩
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
鞘
ご
と
も
ぎ
取
る

作
業
は
案
外
、
骨
の
折
れ
る
も

の
で
し
た
。
そ
の
後
、
程
よ
い

運
動
に
も
な
る
山
道
を
散
策
し

て
栗
林
に
到
着
。
童
心
に
返
っ

て
、
栗
拾
い
体
験
に
熱
中
し
ま

し
た
。
こ
う
し
て
一
日
中
、
私

た
ち
は
秋
空
の
下
、
普
段
、
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
山
里
の
生

活
の
一
部
を
体
験
し
、
二
十
三

人
の
仲
間
た
ち
と
思
う
存
分
語

り
合
い
、
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
何
と
も
言
え
な
い
朗
ら
か

な
体
験
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
時

間
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
健
康
で

あ
れ
ば
こ
そ
。
健
康
に
感
謝
し

つ
つ
、
い
つ
ま
で
も
維
持
で
き

る
よ
う
努
め
、
体
力
が
許
し
て

く
れ
れ
ば
、
さ
さ
や
か
で
も
誰

か
の
お
役
に
立
て
る
自
分
で
あ

り
た
い
と
心
に
誓
っ
た
こ
と
で

す
。
帰
り
の
車
中
も
に
ぎ
や
か

に
会
話
は
弾
み
ま
し
た
。

　

黒
豆
、
栗
、
そ
し
て
丹
波
篠

山
の
お
米
・
い
も
・
し
め
じ
ま

で
頂
戴
し
、
和
泉
に
着
い
た
の

は
夕
方
六
時
半
、
辺
り
は
す
っ

か
り
暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

家
ま
で
の
道
す
が
ら
、
一
日

を
振
り
返
り
な
が
ら
篠
山
サ
マ

サ
マ
、
感
謝
、
感
謝
と
心
の
中

で
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
老
人
ク
ラ
ブ
が
、「
朗

人
ク
ラ
ブ
」
で
あ
り
ま
す
よ
う

祈
り
ま
す
。
楽
し
い
親
睦
旅
行

に
お
誘
い
く
だ
さ
っ
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
性
部
）

　

シ
ニ
ア
の
若
さ
と
多
様
な
一

面
を
魅
せ
る
「
第
七
回
シ
ニ
ア

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」（
和

泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、同

市
社
会
福
祉
協
議
会
共
催
）は
、

十
月
二
十
八
日
㈬
午
後
一
時
か

ら
和
泉
市
立
人
権
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、高
齢
者
約
一
三

〇
人
が
華
麗
な
踊
り
で
仲
間
の

絆
を
深
め
ま
し
た
。

　

開
会
前
に
は
ラ
ジ
オ
体
操

第
一
で
準
備
体
操
。軽
く
体
を

ほ
ぐ
し
て
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
タ
イ

ム
。

　

午
後
一
時
か
ら
始
ま
っ
た
開

会
式
で
は
、主
催
者
を
代
表
し

て
有
里
榮
陽
市
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
が
あ
い
さ
つ
、公
務
の

関
係
で
出
席
が
か
な
わ
な
か
っ

た
辻
宏
康
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
松
永
健
二
市
老
連
副
会
長
が

代
読
。ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
が
ス
タ
ー
ト
。ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
パ
ー
ト
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で

は
、踊
り
手
を
次
々
替
え
な
が

ら
、美
し
い
踊
り
の
輪
を
フ
ロ

ア
に
広
げ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

鶴
南
水
曜
会
と
絆
の
メ
ン
バ
ー

が
そ
れ
ぞ
れ
数
組
登
場
。い
ず

れ
も
ル
ン
バ
で
日
頃
の
レ
ッ
ス

ン
の
成
果
を
見
事
に
発
揮
し
ま

し
た
。

　

次
の
ス
テ
ー
ジ
は
お
楽
し
み

の
ジ
ル
バ
・
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
。

音
楽
が
終
わ
る
た
び
に
カ
ッ
プ

ル
同
士
が
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
繰
り

返
し
、勝
ち
残
っ
た
十
組
が「
ヤ

ッ
タ
ー
」「
う
れ
し
い
…
」と
喜

び
の
声
を
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ
賞

品
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
演
舞
を
魅
せ

る
ホ
ー
ル
は
、熱
気
で
シ
ニ
ア

と
は
思
え
な
い
華
や
か
さ
で
溢

れ
、秋
の
午
後
が
終
わ
り
ま
し

た
。　　
　
　
　
　

 

（
文
化
部
）

～
魅
せ
る
!
　
魅
せ
る
!
シ
ニ
ア
の
社
交
ダ
ン
ス
～

ゴ
ミ
減
量
、

有
料
化
勉
強
会
を
開
く

女
性
部
活
動
報
告

息の合った団体演舞

若さあふれるダンスパーティー

秋
の
丹
波
路
を
訪
ね
て

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

（0725）24ー8065
和泉市和田町１０６－１

午後 4 ００～： 8 ００：
午前８ ３０～： １２３０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ×

土曜の午後、日曜・祝日は休診になります。

（0725）57ー0791

和泉市伏屋町5－10－11
（光明池運転免許試験場裏）

●軽費老人ホーム（ケアハウス）
●デイサービスセンター

よろこび

デイサービス体験無料！

和泉リハビリ
訪問看護ステーション
和泉市浦田町20ー１

http://izumiwagokoro.com/
TEL・FAX（0725）30ー4485

訪問リハビリ 介護予防
訪問看護

和泉リハビリ

伯太町３丁目１番１３号 
（自衛隊正門北・伯太団地まえ） 

訪問歯科診療 
ハマ　　ダ 

（0725） 45ー8548
よ い  は い し ゃ 和泉市鶴山台２ー４ー７ 

（0725） 46ー2211（代） 

訪問看護・居宅介護支援事業者 
ケアマネジメント　医療法人 河和会 
診療時間　A.M.9：00～12：00　P.M.4：00～7：00 
休　　診　土曜夜診 ・ 日曜 ・ 祝日 

河和会病院 
内科・放射線科・麻酔科 
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第
三
回
和
泉
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
講
習
会
が
、
十
一
月
六
日
㈮

和
泉
市
立
人
権
文
化
セ
ン
タ

ー
を
出
発
点
、
ゴ
ー
ル
地
点
と

す
る
周
回
コ
ー
ス
で
好
天
に

恵
ま
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
女

性
一
名
以
上
を
メ
ン
バ
ー
に
、

チ
ー
ム
は
五
人
一
組
で
構
成

さ
れ
、
今
回
は
各
校
区
か
ら
十

七
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

ま
し
た
。

　

午
前
十
時
、
門
林
淳
市
老
連

若
手
部
長
が
開
会
を
告
げ
、
小

山
良
信
市
老
連
会
長
が
開
会

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
引
き
続

き
門
林
部
長
が
こ
の
競
技
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
十
時
三

十
分
、第
一

組
を
先

頭
に
あ
ら
か

じ
め
決
め
て

あ
っ
た
右
回
り
、

左
回
り
の
コ
ー
ス
分

け
で
、
二
分
間
隔
で
ス
タ
ー
ト

順
に
従
っ
て
左
右
に
分
か
れ

同
時
に
会
場
を
出
て
行
き
ま

し
た
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
、
全

長
五
・
五
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

参
加
者
に
は
伏
せ
て
い
た
タ

イ
ム
は
二
時
間
三
十
八
分
で

し
た
。

　

途
中
、
四
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
は
紙
飛
行
機
飛

ば
し
、
サ
イ
ン
取
得
、
じ
ゃ
ん

け
ん
、
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
に
挑

戦
。
二
カ
所
（
永
尾
緑
地
、
信

太
葛
の
葉
稲
荷
神
社
）
の
観
察

ポ
イ
ン
ト
で
は
課
題
が
出
題

さ
れ
、
注
意
深
く
観
察
し
な
が

ら
通
過
、
昼
食
は
思
い
思
い
に

取
れ
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
コ
マ

図
（
コ
ー
ス
案
内
）
に
従
っ
て
、

課
題
解
決
し
な
が
ら
、
設
定
タ

イ
ム
目
指
し
て
歩
み
を
進
め

る
の
が
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
競

技
で
す
。
ス
タ
ー
ト
直
後
に
コ

ー
ス
か
ら
外
れ
た
二
チ
ー
ム
を

探
す
の
に
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
右

往
左
往
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

不
通
過
の
チ
ー
ム
が
一
チ
ー
ム

と
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
も
大
変
で
し

た
。

　

十
三
時
九
分
、
最
初
の
チ
ー

ム
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
一
番

目
に
出
発
し
た
国
府
チ
ー
ム
で

す
。そ
の
後
、各
チ
ー
ム
が
次
々

に
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
最
終
の
チ
ー

ム
が
拍
手
に
迎
え
ら
れ
ゴ
ー
ル

し
た
の
が
十
四
時
十
七
分
で
し
た
。

　

早
速
集
計
作
業
に
入
り
、
成

績
が
確
定
し
た
の
で
、
十
四
時

四
十
分
閉
会
式
に
入
り
ま
し

た
。
松
永
健
二
市
老
連
副
会
長

が
課
題
の
正
解
を
発
表
し
、
順

位
を
発
表
し
ま
し
た
（
順
位
は

後
記
の
と
お
り
で
す
）。

　

小
山
会
長
か
ら
一
位
か
ら
三

位
の
各
チ
ー
ム
に
賞
状
と
賞
品

が
、
そ
の
他
の
全
チ
ー
ム
に
賞

品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
喜
び

と
た
め
息
が
混
じ
る
中
、
三
井

ヤ
エ
子
副
会
長
が
閉
会
を
宣
言

し
、
第
三
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
今

回
、
歩
い
た
人
、
運
営
に
参
加

し
た
人
合
わ
せ
て
一
二
五
人
で

し
た
。
怪
我
を
す
る
人
も
な
く

無
事
大
過
な
く
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

優　

勝　

信
太
チ
ー
ム

準
優
勝　

鶴
山
台
南
チ
ー
ム

三　

位　

鶴
山
台
北
チ
ー
ム

四　

位　

い
ぶ
き
野
チ
ー
ム

五　

位　

黒
鳥
チ
ー
ム

ブ
ー
ビ
ー　

青
葉
は
つ
が
野
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
（
若
手
部
）

　

泉
州
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
囲

碁
・
将
棋
大
会
の
予
選
に
あ
た

る
「
第
四
十
回
囲
碁
大
会
・
第

三
十
八
回
将
棋
大
会
」（
和
泉

市
老
連
主
催
）
は
六
月
十

九
日
㈮
正
午
か
ら
和
泉
市

立
北
部
総
合
福
祉
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
各
校
区
か
ら
囲
碁
三
ク

ラ
ス
、
将
棋
ニ
ク
ラ
ス
に

参
加
し
た
棋
士
は
昨
年
と

ほ
ぼ
同
じ
三
十
九
人
。

　

開
会
式
で
は
、
和
泉
市

老
連
の
小
山
良
信
会
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
昨
年

の
囲
碁
有
段
上
位
で
優
勝

し
た
土
田
元
司
さ
ん
（
光

明
台
南
校
区
）
と
、
将
棋

有
段
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
た
西
村

義
信
さ
ん
（
伯
太
校
区
）
が
そ

れ
ぞ
れ
囲
碁
、
将
棋
の
審
判
を

担
当
、
試
合
方
法
や
ル
ー
ル
を

説
明
し
て
本
番
に
入
り
ま
し

た
。

　

一
回
戦
、
二
回
戦
と
回
を
追

う
ご
と
に
碁
石
や
駒
を
打
つ
音

だ
け
が
静
か
な
会
場
に
響
き
、

自
然
と
緊
張
感
が
増
す
中
で
、

決
勝
戦
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
に
は
小

山
会
長
か
ら
盾
を
贈
り
、
門
林

淳
和
泉
市
老
連
副
会
長
が
閉
会

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
大
会
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

優
勝
者
五
人
の
う
ち
、
お
二

人
が
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
当
日
の
都

合
が
つ
か
ず
、
実
施
要
領
の
規

定
に
よ
り
、
準
優
勝
者
が
代
わ

り
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

優
勝
者
と
代
わ
り
に
出
場
し

た
方
は
次
の
通
り
で
す
。

【
囲
碁
大
会
】　　
　

※
敬
称
略

〈
有
段
上
位
者
〉

　

喜
鶴　

敏
宏（
緑
ケ
丘
校
区
）

〈
有
段
者
〉

　

井
上　

英
雄（
北
池
田
校
区
）

・
大
会
出
場
者　

　

金
山　

昌
照（
北
池
田
校
区
）

〈
級
位
者
〉

　

澤
村
誠
一
郎（
伯
太
校
区
）

・
大
会
出
場
者

　

竹
内　

宏
行（
伯
太
校
区
）

【
将
棋
大
会
】

〈
有
段
者
〉

　

木
下　

嘉
男（
伯
太
校
区
）

〈
級
位
者
〉

　

松
本　

幸
雄（
信
太
校
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
部
）

　
「
第
四
十
一
回
Ｓ
Ｃ
大
阪
囲

碁
大
会
お
よ
び
第
三
十
九
回
Ｓ

Ｃ
大
阪
将
棋
大
会
」
に
出
場
す

る
泉
州
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

を
決
め
る
大
会
（
和
泉
市
老
連

主
催
）
が
七
月
十
六
日
㈭
午
前

十
時
か
ら
和
泉
市
立
北
部
総
合

福
祉
会
館
二
階
大
広
間
で
開
か

れ
ま
し
た
。
和
泉
市
か
ら
出
場

し
た
五
選
手
の
う
ち
、
囲
碁

有
段
上
位
ク
ラ
ス
に

参
加
し
た
喜
鶴
敏
宏

さ
ん
（
緑
ケ
丘
校
区
）

が
見
事
優
勝
、
府
の

大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
台
風
十
一

号
の
接
近
で
朝
か
ら

あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
三
市
一

町
（
泉
大
津
、
高
石
、

和
泉
、
忠
岡
）
の
棋

士
代
表
二
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

九
時
三
十
分
の
受
付
と
同
時

に
抽
選
を
行
っ
て
囲
碁
三
ク
ラ

ス
（
有
段
上
位
、
有
段
、
級
位
）

将
棋
二
ク
ラ
ス
（
有
段
、級
位
）

別
に
対
戦
者
を
決
め
、
主
催
者

を
代
表
し
て
和
泉
市
老
連
の
小

山
良
信
会
長
が
「
府
の
大
会
を

目
指
し
て
日
頃
の
実
力
を
大
い

に
発
揮
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
…
」
と
開
会
の
あ
い
さ
つ
。

囲
碁
審
判
・
土
田
元
司
さ
ん
、

将
棋
審
判
・
西
村
義
信
さ
ん
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
囲
碁
・
将
棋
の
試

合
方
法
、
ル
ー
ル
の
注
意
点
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

棋
士
の
中
に
は
初
め
て
対
局

時
計
を
使
う
方
も
い
ま
し
た

が
、
時
計
を
使
う
府
の
大
会
へ

の
布
石
だ
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
持

ち
時
間
四
十
分
を
フ
ル
に
使
い

な
が
ら
時
計
の
ス
イ
ッ
チ
を
押

し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
前
十
一

時
五
十
分
か
ら
始
ま
っ
た
決
勝

戦
は
一
回
戦
の
勝
者
同
士
の
対

戦
だ
け
に
、
各
ク
ラ
ス
と
も
盤

上
で
力
の
こ
も
っ
た
火
花
を
散

ら
し
、
雌
雄
を
決
し
合
い
ま
し

た
。

　

試
合
の
進
行
は
、
近
づ
く
台

風
を
考
え
な
が
ら
進
め
た
関
係

も
あ
っ
て
予
定
よ
り
早
く
、
午

後
一
時
過
ぎ
に
は
大
会
も
終
わ

り
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、
松

永
健
二
・
和
泉
市
老
連
副
会
長

よ
り
閉
会
の
言
葉
が
あ
り
、「
優

勝
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
来
年
は
こ
の
伝
統

あ
る
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
さ
ら

に
広
げ
て
く
だ
さ
い
…
」
と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
各
ク
ラ

ス
で
優
勝
、
八
月
二
十
八
日
の

府
の
大
会
に
出
場
す
る
泉
州
第

一
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
五
人
は
次

の
通
り
で
す
。

【
囲
碁
大
会
】　　
　

※
敬
称
略

〈
有
段
上
位
者
〉

　

喜
鶴　

敏
宏
（
和
泉
市
）

〈
有
段
者
〉

　

安
坂　

一
彦
（
高
石
市
）

〈
級
位
者
〉

　

山
下　
　

等
（
泉
大
津
市
）

【
将
棋
大
会
】

〈
有
段
者
〉

　

橋
本　
　

拓
（
高
石
市
）

〈
級
位
者
〉

　

高
安　
　

清
（
泉
大
津
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
部
）

第40回囲碁大会・第38回将棋大会

第
3
回　

市
老
連
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
講
習
会

熱戦が繰り広げられた会場の光景

泉州第 1 ブロック
第 41 回囲碁大会　第 39 回将棋大会

ブロック大会・囲碁有段上位で
喜鶴敏宏さん優勝、府大会へ

〜
健
康
づ
く
り
、

　
自
然
観
察
・
史
跡
巡
り
、
仲
間
づ
く
り
〜

優勝した信太
チーム！

おめでとうご
ざいます !!

和泉市老人クラブ連合会
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平
成
二
十
七
年
度
市
老
連
春

の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
六

月
二
十
三
日
㈫
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
方
面
を
目
的
地
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
ま
し
た
が
、
当
初
予
定
し
て

い
た
集
合
場
所
の
槇
尾
山
ハ
イ

キ
ン
グ
・
登
山
者
駐
車
場
が
自

衛
隊
の
訓
練
で
閉
鎖
さ
れ
て
い

た
た
め
、
急
き
ょ
和
泉
市
立
青

少
年
の
家
の
駐
車
場
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

十
時
過
ぎ
、
オ
レ
ン
ジ
バ

ス
で
到
着
し
た
一
人
を
含
め

七
十
四
人
が
集
合
。
門
林
淳
若

手
部
長
か
ら
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
集
合
場
所
の
不
手
際
を
お
わ

び
し
、
小
山
良
信
会
長
か
ら
あ

い
さ
つ
を
受
け
、
坂
倉
良
文
若

手
部
部
長
代
理
か
ら
概
要
説
明

の
の
ち
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
へ

向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
森
林
浴
を
満

喫
で
き
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
と

言
わ
れ
て
お
り
、
道
は
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か

な
り
の
急
勾
配
で
日
差
し
も
強

く
、
日
頃
運
動
不
足
の
人
に
は

か
な
り
き
つ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
芝

生
広
場
ま
で
登
り
小
休
憩
し
た

後
は
、
あ
じ
さ
い
園
を
横
に

見
な
が
ら
一
路
八
ヶ
丸
山
頂

（
四
一
九
メ
ー
ト
ル
）
の
展
望

台
へ
。
展
望
台
か
ら
大
阪
湾
、

六
甲
山
、
淡
路
島
、
関
西
国
際

空
港
な
ど
を
一
望
し
、
景
色
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

下
り
で
は
、
歩
い
て
降
り
る

人
も
あ
れ
ば
、
全
長
百
メ
ー
ト

ル
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
を
何
人

か
の
人
が
体
験
。
寝
転
ん
で
い

る
人
も
い
れ
ば
、
足
で
ブ
レ
ー

キ
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
人
も
。
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
、
ガ

ヤ
ガ
ヤ
と
、
ロ
ー
ラ
ー
で
お
尻

が
痛
い
と
か
大
騒
動
で
し
た
。

こ
の
滑
り
台
は
、
全
長
も
百

メ
ー
ト
ル
と
長
く
、
傾
斜
も
き

つ
い
上
に
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
、

大
変
ス
リ
リ
ン
グ
で
、
大
い
に

楽
し
ん
だ
人
も
い
ま
し
た
。

　

十
二
時
過
ぎ
に
芝
生
広
場
付

近
で
満
開
の
あ
じ
さ
い
園
な
ど

を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

軽
食
・
雑
談
を
楽
し
ん
だ
の
ち
、

全
員
集
合
で
記
念
撮
影
を
し
、

楽
し
か
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も

坂
倉
若
手
部
部
長
代
理
の
締
め

で
解
散
し
ま
し
た
。
五
ツ
辻
・

施
福
寺
方
面
へ
行
く
人
、
側
川

方
面
へ
行
く
人
、
出
発
地
点
へ

戻
る
人
、
三
々
五
々
に
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。　
　
（
若
手
部
）

　

地
域
で
高
齢
者
自
ら
が
介
護

予
防
と
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
進
め
よ
う
と
、
今
年

度
、
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
の

助
成
を
受
け
た
「
老
人
ク
ラ
ブ

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
支
援

事
業
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

と
し
て
、
講
習
会
「
ト
リ
コ
ロ

キ
ュ
ー
ブ
等
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
も
う
」を
八
月
四
日
㈫
、

和
泉
市
立
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
き
ま
し
た
。

　

小
山
良
信
市
老
連
会
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
門

林
淳
若
手
部
長
か
ら
本
日
の
講

師
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

の
西
尾
和
久
氏
（
特
定
非
営
利

法
人
フ
レ
ン
ド
リ
ー
情
報
セ
ン

タ
ー
）
を
紹
介
し
、
講
習
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
し
っ
か
り
と
準
備

運
動
を
し
た
あ
と
、
高
齢
期
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
の
話
、
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
か
ら
概

要
の
説
明
に
引
き
続
き
、
ト
リ

コ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
の
概
要
と
競
技

の
進
め
方
と
実
技
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

ト
リ
コ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
「
す
こ
や
か
和

泉
」
の
紙
面
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
簡
単
に
説
明
す
る
と

赤
・
青
・
黄
の
三
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
、
床
に
置
い
た
マ
ッ
ト

上
の
赤
・
青
・
黄
の
三
色
に
色

分
け
さ
れ
た
九
区
画
の
「
得
点

エ
リ
ア
」
に
向
か
っ
て
柔
ら
か

な
サ
イ
コ
ロ
（
キ
ュ
ー
ブ
）
を

投
げ
、
サ
イ
コ
ロ
が
入
っ
た
地

点
と
出
た
目
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
点
数
（
ゲ
ッ
ト
と
ギ
フ
ト
）

の
合
計
点
を
競
い
合
う
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

講
習
会
に
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
い
な
い

高
齢
者
二
十
人
を
含
め
て

九
十
一
人
の
方
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
柔
ら
か

い
素
材
で
で
き
た
サ
イ
コ

ロ
は
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
は
い
か
ず
思
わ
ぬ
方
向

に
飛
び
、
受
講
者
は
「
入

っ
た
？
」「
ア
ー
、
横
へ

行
っ
た
」「
外
れ
た
！
」

「
相
手
に
入
っ
て
し
ま
っ

た
！
」
な
ど
と
歓
声
を
上
げ
試

合
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

松
永
健
二
副
会
長
が
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
、「
安
全
で
、
だ

れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
い
つ
ま
で
も
、
気
軽
に
、

自
由
に
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
仲

間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の
輪

が
広
が
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
強
調
さ
れ
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。　
（
若
手
部
）

　

和
泉
市
社
会
福
祉
協
議
会

お
よ
び
和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
共
催
、
第
十
六
回
和
泉

市
シ
ニ
ア
ペ
タ
ン
ク
大
会
は
、

平
成
二
十
七
年
十
月
七
日
㈬
、

市
民
球
場
で
四
十
四
チ
ー
ム

（
一
三
二
名
）が
参
加
し
、絶
好
の

秋
晴
れ
の
下
で
開
催
さ
れ
た
。

　

午
前
九
時
四
十
五
分
、
社
協

有
里
栄
陽
会
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
の
辻
宏
康
和
泉
市

長
よ
り
激
励
の
お
言
葉
を
い
た

だ
く
。

　

次
に
、
前
年
度
優
勝
、
観
音

寺
悠
久
会
Ａ
チ
ー
ム
、
森
口
陽

子
選
手
の
力
強
い
選
手
宣
誓
。

　

午
前
十
時
競
技
開
始
。
十
一

ブ
ロ
ッ
ク
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
四

チ
ー
ム
編
成
）
で
予
選
リ
ー
グ

三
試
合
が
行
わ
れ
た
。

　

試
合
中
は
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
起
き
、
あ
ち
こ
ち
で
歓

声
や
落
胆
の
叫
び
が
上
が
っ
た

り
、
に
ぎ
や
か
に
試
合
は
進
ん

だ
。

　

こ
の
競
技
は
、
逆
転
さ
ら
に

大
逆
転
を
生
む
面
白
い
ゲ
ー
ム

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
三
試
合

も
行
う
と
、
さ
す
が
に
日
頃
の

練
習
の
差
が
出
て
く
る
。

　

午
後
か
ら
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
に
移
る
。
出
場
チ
ー
ム
は
各

ブ
ロ
ッ
ク
一
位
と
二
位
の
得
点

上
位
五
チ
ー
ム
の
計
十
六
チ
ー

ム
に
よ
っ
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
さ
す
が

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
だ

け
に
技
量
伯
仲
、
息
詰
ま
る
好

試
合
が
展
開
さ
れ
た
。

【
大
会
結
果
】

優　

勝　

石
楠
花
会
Ｂ

　
　
　
　
　
（
鶴
山
台
北
校
区
）

準
優
勝　

鶴
寿
会
Ｃ

　
　
　
　
　
（
鶴
山
台
北
校
区
）

第
三
位　

永
寿
会
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
（
黒
鳥
校
区
）

　

午
後
三
時
、
小
山
良
信
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
閉
会

の
辞
で
、
第
十
六
回
ペ
タ
ン
ク

大
会
を
終
了
し
た
。

　

大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に

進
行
し
、
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
役
員
お
よ

び
選
手
各
位
の
ご
協
力
の
賜
物

と
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
部
）

平
成
27
年
度
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
助
成
事
業

老
人
ク
ラ
ブ
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
支
援
事
業

〜
ト
リ
コ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
を
体
験
し
ま
し
た
〜

春の健康ウォーキング

〜槇尾山グリーンランドで森林浴〜〜44チーム・132名が参加〜

平成27年度

新幹線
コラム

●英語の車内放送の声の主は？
「レディース アンド ジェントルメン、ウェルカム トゥ 
ザ シンカンセン」で始まるアナウンスをレコーディン
グしたのは、オーストラリア出身のドナ・バーグさん。
歌手、声優、ナレーターとして活躍する彼女は NHK の
教育番組「リトル・チャロ」ではお母さん役を担当して
います。

●東海道新幹線の遅延時間
2003 年の平均遅延時間は「6 秒」（JR 東海環境報告書
より）。
東海道新幹線は年間約 12 万本を運行しますが、他の年
も平均 18 秒〜 48 秒で 1 分未満という正確さを誇って
います。
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　加齢により筋肉量
は減少していきます。
特に大腿四頭筋（太も
もの前の筋肉）や上腕
三頭筋（腕の裏側の筋
肉）などの主要な筋
肉が衰えていきます。
30 歳代を 100％とす
る と、70 歳 代 で は、
大 腿 四 頭 筋 が 50%、
上腕三頭筋が 70％ぐらいになると言われ、持久力・柔軟性・
敏捷性、バランス能力も落ち、活動力が減少していきます。よっ
て、運動や筋力トレーニングを行えば、筋肉量の減少を抑える
ことができます。また、加齢による運動の危険性（転倒やその
他の障害）やデメリットよりも、運動や筋力トレーニングを行
うメリットの方がはるかに多く、アメリカスポーツ医学会は、

「運動にとって最も危険なことは何も始めないことである」と
も言われています。
　筋力トレーニングの効果は、骨量、筋力、筋肉量の維持・増
加が計られ、骨粗しょう症、腰痛・膝痛、肥満・糖尿病の予防
や改善の効果があり、さらに基礎代謝の低下防止が促進されて、
その結果、活動力を向上させるということが考えられます（人
間が１日に消費する 70％は、基礎代謝によります。そして基
礎代謝の約 40％は、筋肉で消費されます。よって筋肉量を増
やせば、基礎代謝量も増え、太りにくい体になります）。
　筋肉の増強には、筋線維を肥大させる運動が必要です。筋線
維は、速筋（強い力を出す）と遅筋（力は弱いが長く続く）に
大きく分かれ、負荷のかかる激しい運動を行うことによって速
筋が鍛えられ、また負荷は多少かかるが、長く運動を行うこと
によって遅筋が鍛えられます。速筋型のトレーニングとしては、
ダンベル・バーベルや自体重を利用して、5 〜 8 種目、10 〜
15 回を１〜 2 セット、週２〜３日程度行います（例えば、ダ
ンベルカール、腕立て伏せ、腹筋運動、背筋運動、スクワット
など）。また遅筋型のトレーニングとしては、スロートレーニ
ングと呼ばれるものがあり、少し軽めの負荷（最大の 65％程
度）の運動を、時間をかけて（３〜５秒かけて上げて、３〜５
秒かけて下げる）、行うのが一般的です。血管の流れが阻害され、
筋肉内の筋酸素化レベルが下がり、この低酸素環境が、筋肥大
の強い刺激になるのです。高齢者には、スロートレーニングを
お勧めします。
　最後に、皆さん！　筋力づくり、有酸素運動、柔軟運動（ス
トレッチ）、バランス運動などを生活の中に、できる範囲で取
り入れながら、是非、活力のある生活を送っていただきますよ
う、願っております。頑張ってください。

高齢者の筋力づくり

〈高齢者の健康と運動　シリーズ③〉

大阪体育大学　
教授　梅林　　薫
◦学　位／体育学修士
◦専門分野／�体力科学、 

運動生理学、 
コーチング学

　

十
四
〜
五
年
前
、仲
間
と“
歩

こ
う
会
”
を
つ
く
り
、
近
畿
各

地
を
歩
い
た
。
川
湯
温
泉
に
宿

泊
し
て
熊
野
古
道
を
歩
い
た
の

も
そ
の
頃
で
あ
る
。
金
剛
山
登

山
も
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
あ

る
。
登
り
口
は
大
阪
千
早
赤
阪

村
、
一
一
二
五
メ
ー
ト
ル
の
頂

上
は
奈
良
県
御
所
市
で
あ
る
。

一
人
、
二
人
と
去
り
“
歩
こ
う

会
”
は
自
然
消
滅
し
た
が
、
な

ぜ
か
そ
の
後
、
一
人
登
山
で
、

こ
の
七
月
の
誕
生
月
に
七
〇
〇

回
と
な
っ
た
。
週
一
回
ペ
ー
ス

だ
か
ら
十
四
年
間
続
い
た
こ
と

に
な
る
。
頂
上
に
は
一
〇
〇
〇

〜
九
〇
〇
〇
回
、
中
に
は
一
万

回
以
上
と
い
う
登
山
者
の
名
前

が
た
く
さ
ん
掲
示
さ
れ
て
い
る

が
、
私
の
よ
う
に
金
剛
山
錬

成
会
非
会
員
の
登
山
者
（
緑
色

カ
ー
ド
に
捺
印
）も
大
勢
い
る
。

　

朝
十
時
頃
に
家
を
出
て
、
途

中
コ
ン
ビ
ニ
で
昼
飯
を
仕
入
れ

（
握に
ぎ

り
飯
が
多
い
）、
約
一
時
間

で
駐
車
場
に
着
く
。
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
杖

を
持
っ
て
い
ざ
登
山
（
冬
は
ア

イ
ゼ
ン
も
必
要
）。
細
い
急
坂

の
一
歩
一
歩
は
疲
れ
る
が
、
約

一
時
間
で
頂
上
に
着
く
。
ま
ず

葛か
つ
ら
ぎ木
神
社
に
参
拝
し
（
鳥
居

横
の
田
中
義
兄
の
献
塔
に
お
辞

儀
）、
そ
の
後
、
転て
ん
ぽ
う
り
ん
じ

法
輪
寺
で

安
全
祈
願
し
、
捺
印
所
で
登
山

印
を
も
ら
う
。
ヤ
レ
ヤ
レ
で
あ

る
。
無
事
登
山
で
き
た
こ
と
に

感
謝
す
る
。
そ
し
て
国く
に
み
じ
ろ
あ
と

見
城
跡

で
の
昼
食
で
あ
る
。
眼
下
に
Ｐ

Ｌ
の
塔
や
大
阪
湾
を
遠
望
し
、

青
空
の
下
で
食
べ
る
握
り
飯
は

お
い
し
い
。
渇
い
た
喉
に
お
茶

一
杯
、
そ
し
て
小
休
止
の
一
刻

が
疲
れ
を
と
り
、
心
身
と
も
に

癒
や
し
て
く
れ
る
。
帰
り
も
一

歩
一
歩
、
木
の
根
に
足
を
と
ら

れ
ぬ
よ
う
注
意
し
て
下
山
。
安

全
運
転
で
自
宅
に
着
く
。
往
復

五
時
間
弱
の
行
程
だ
が
、
そ
の

日
の
晩
酌
は
ま
た
格
別
に
お
い

し
い
。

　

春
の
新
緑
、
夏
の
涼
し
さ
、

秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
景
色
、
一

年
中
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。
こ

れ
が
十
四
年
間
、
七
〇
〇
回

続
い
た
大
体
の
パ
タ
ー
ン
で

あ
る
。
五
〇
〇
回
の
時
は
子

供
、
孫
総
勢
十
名
で
記
念
登
山

し
た
。
今
回
は
一
人
（
家
内

は
あ
ま
り
関
心
が
な
さ
そ
う
）。

一
〇
〇
〇
回
に
は
あ
と
三
〇
〇

回
。
週
一
だ
か
ら
約
六
年
は
か

か
る
。
八
十
一
歳
に
な
る
。
お

そ
ら
く
無
理
だ
ろ
う
と
思
い
な

が
ら
も
、
気
ま
ま
な
登
山
を
続

け
て
い
る
。

南松尾校区 河村　浩光

　

小
雨
が
降
り
風
も
強
い
中
、

よ
う
や
く
観
光
バ
ス
が
来
る
。

約
十
分
遅
れ
に
て
乗
り
込
む
。

忠
岡
町
、泉
大
津
市
の
皆
さ
ん

が
元
気
の
よ
い
あ
い
さ
つ
で
迎

え
て
く
れ
る
。和
泉
市
老
連
会

長
の
小
山
さ
ん
に
も
迎
え
て
い

た
だ
き
、渋
滞
も
な
く
一
路
名

神
・
東
海
北
陸
道
に
。山
や
森
、

田
植
え
の
後
の
田
畑
も
雨
に
ぬ

れ
た
緑
の
色
が
美
し
い
、最
良

の
季
節
で
あ
る
。

　

車
内
に
楽
し
い
声
が
い
つ
ま

で
も
続
く
中
、昼
食
の
白
鳥
Ｉ

Ｃ
に
着
く
。曇
り
空
で
あ
る
が

ま
ず
ま
ず
の
天
気
。五
箇
山
・

相
倉
合
掌
造
り
集
落
に
向
か

う
。小
雨
降
る
中
、世
界
遺
産
集

落
に
て
ま
ず
は
旅
の
思
い
出
と

し
て
記
念
集
合
写
真
を
撮
り
、

後
は
自
由
散
策
で
奥
の
民
俗

館
ま
で
行
き
一
周
す
る
。今
も

人
々
の
生
活
の
場
と
な
っ
て
い

る
そ
う
で
、真
冬
に
な
れ
ば
、雪

の
中
に
田
も
山
も
埋
も
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。集
落
を
後
に
東

海
北
陸
道
を
走
り
宇
奈
月
温
泉
へ
。

　

黒
部
川
の
渓
谷
と
緑
の
山
の

中
に
建
つ
宇
奈
月
温
泉
・
ホ
テ

ル
黒
部
で
露
天
風
呂
に
入
り
、

渓
谷
を
走
る
小
さ
な
ト
ロ
ッ
コ

電
車
を
見
な
が
ら
、大
自
然
に

身
も
心
も
癒
さ
れ
、幸
せ
を
感

じ
て
温
泉
を
出
れ
ば
、富
山
の

名
水
（
黒
部
渓
谷
の
天
然
水
）

を
ま
ず
一
杯
。喉
を
通
る
甘
露

な
り
。宴
会
は
食
事
と
カ
ラ
オ

ケ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、明

日
の
予
定
は
立
山
黒
部
と
の
こ

と
で
、早
め
に
終
わ
り
明
日
に

備
え
る
。

　

二
日
目
、晴
天
な
り
。楽
し
い

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、高
原
バ
ス
に

て
室
堂
へ
昼
食
後
、散
策
で
素

晴
ら
し
い
大
自
然
と
天
然
の

雪
に
も
触
れ
、立
山
ト
ン
ネ
ル

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
で
大
観
峰
へ
。

三
六
〇
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
で
立

山
連
峰
を
望
む
こ
と
が
で
き

る
。ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
黒
部
湖

へ
向
か
い
ダ
ム
を
散
策
す
る
。

ダ
ム
の
放
水
を
見
な
が
ら
黒
部

ダ
ム
駅
か
ら
関
電
ト
ン
ネ
ル
ト

ロ
リ
ー
バ
ス
で
扇
沢
駅
へ
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
ど
こ
も
階

段
が
多
く
愚
痴
が
出
る
。疲
れ

と
と
も
に
信
州
大
町
温
泉
郷
・

緑
翠
亭
景
水
に
宿
泊
。庭
園
大

浴
場
・
サ
ウ
ナ
・
露
天
風
呂
な

ど
最
上
の
お
も
て
な
し
。宴
会
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、満
足
し
て
疲
れ
と
と
も
に

熟
睡
す
る
。

　

三
日
目
、静
か
な
朝
に
恵
ま

れ
て
、曇
り
空
な
が
ら
最
終
日

の
観
光
地
・
信
濃
善
光
寺
参
拝

と
な
り
、売
店
ガ
イ
ド
よ
り
説

明
か
た
が
た
山
門
前
に
て
記
念

撮
影
と
な
る
。善
光
寺
縁
起
に

つ
い
て
、そ
の
由
来
の
説
明
が

あ
っ
た
。「
山
門（
重
要
文
化
財
）

の
正
面
扁
額
は
鳩
字
の
額
で

す
」と
の
こ
と
。そ
の
他
、い
ろ

い
ろ
説
明
さ
れ
た
が
忘
れ
て
し

ま
っ
た
。参
拝
、ま
た
土
産
物
店

で
品
定
め
な
ど
、修
学
旅
行
学

生
の
団
体
と
一
緒
に
な
り
楽
し

く
過
ご
す
。

　

昼
食
後
、長
野
よ
り
中
央
・

名
神
・
東
名
阪
自
動
車
道
に
て

和
泉
市
へ
。無
事
に
帰
宅
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。一
人
の

け
が
人
も
病
人
も
な
く
、お
世

話
に
な
っ
た
役
員
さ
ま
・
添
乗

員
・
看
護
師
さ
ん
に
感
謝
と
御

礼
を
。来
年
も
元
気
で
参
加
で

き
る
よ
う
心
が
け
精
進
い
た
し

ま
す
。
最
後
に
会
員
各
位
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

（
い
ぶ
き
野
校
区　

源　

あ
か
ね
）

ね
ん
り
ん
の
旅
（
7
月
1
〜
3
日
）

世
界
文
化
遺
産
相
倉
合
掌
造
り
集
落
〜

立
山
黒
部
〜
信
濃
善
光
寺

府老連
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◆
俳　

句

◎
光
明
台
南
校
区
ふ
れ
あ
い
句
会

手
毬
唄
一
で
始
ま
り
寺
社
巡
る

尾
道
の
坂
に
海
見
え
小
春
凪

福
田　

令
子

高
台
寺
紅
葉
始
む
と
札
立
ち
ぬ

そ
ぞ
ろ
行
く
ね
ね
の
小
路
の
時
雨
か
な

山
崎　

文
恵

天
空
に
泰
山
木
の
花
ひ
ら
く

春
う
ら
ら
桜
並
木
の
大
鳥
居

岡
村　

郁
子

縁
側
で
柿
剝
く
手
元
老
い
を
見
る

春
立
て
て
零
余
子
こ
ぼ
れ
る
雑
木
山

大
平　

千
里

小
春
日
に
人
の
優
し
さ
身
に
し
み
る

う
す
闇
の
庭
に
ほ
ん
の
り
水
仙
花片

上　
　

博

老
い
の
肩
農
一
筋
の
初
仕
事

稲
妻
や
金
剛
の
山
を
翔
け
め
ぐ
り坂

部　

吉
彦

◎
南
横
山
校
区

羽
根
雲
に
撫
で
ら
れ
も
し
て
木
守
柿

雪
晴
の
和
泉
葛
城
ま
ぶ
し
め
り

橋
本　

定
子

◎
緑
ヶ
丘
校
区
俳
句
同
好
会

朝
寒
や
衿
か
き
合
わ
せ
厨
事

木
を
切
り
て
秋
空
広
く
な
り
し
か
な

粟
井　

孝
子

夏
空
へ
ハ
ー
ト
を
描
く
航
空
シ
ョ
ー

秋
彼
岸
幼
な
じ
み
も
共
に
老
ひ

鈴
木　

栄
子

稲
架
を
組
む
銜く
わ

え
煙
草
の
農
夫
か
な

秋
深
し
共
に
白
髪
や
同
窓
会

高
野　

邦
子

あ
め
つ
ち
の
怒
り
狂
ひ
し
秋
出
水

収
穫
を
終
へ
畑
燻い
ぶ

す
秋
日
和

高
橋
美
津
子

抜
け
さ
う
で
抜
け
ぬ
リ
レ
ー
や
運
動
会

騎
馬
戦
の
勝
鬨ど
き

の
声
秋
天
へ

中
里　

君
子

雲
な
く
ば
微
動
だ
に
せ
ぬ
や
う
な
月

仏
前
に
新
米
で
す
と
声
掛
け
て

西　
　

節
子

吊
し
柿
軒
先
飾
り
和
服
店

し
ん
し
ん
と
宙
に
輝
く
後
の
月

西
坂　

民
江

朱
に
染
ま
り
白
に
も
ど
れ
ぬ
酔
芙
蓉

青
春
の
夏
一
世
紀
甲
子
園

橋
本
と
も
子

早
や
打
ち
の
祭
り
太
鼓
や
掛
け
声
や

秋
麗
や
車
窓
の
彼
方
白
鷺
城

皆
越　

正
章

◎
北
池
田
校
区

友
逝
き
て
む
な
し
さ
残
る
秋
彼
岸

赤
ト
ン
ボ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
仲
間
入
り

藤
原　

初
子

　すこやか和泉 35 号（平成 28 年 1 月 1 日）についておうかがいいたし
ます。
　はがきに質問番号と該当項目あるいは意見をご記入いただき、下記住所
へお送りください。アンケートにご応募くださった方の中から抽選で 10
名の方にささやかな品を、老人クラブ連合会よりお送りいたします。
　皆さまの「すこやか和泉」をより身近に、より充実させるため、多数の
ご応募をお待ちしております。
　①あなたの年齢をお聞かせください。
　　（Ａ）60〜 69 歳（Ｂ）70 〜 74 歳（Ｃ）75 〜 79 歳（Ｄ）80 歳以上
　②あなたの性別をお聞かせください。
　　（Ａ）男性（Ｂ）女性
　③あなたは「すこやか和泉」をどのようにお読みですか。
　　（Ａ）全ての紙面・記事に目を通す。
　　（Ｂ）興味や関心のある記事だけ読む。
　　（Ｃ）全く読まない。
　④この号で良かったと思われる記事をお答えください（いくつでも）。
　⑤今後、取り上げてほしいテーマを書いてください。
　⑥その他、何かご意見がありましたらどうぞお書きください。

【アンケート応募先】〒 594 − 0071　和泉市府中町 4 ー 20 ー 4　
　　　　　　　　　　　　　　　       　   総合福祉会館内　 市老連事務局

日時：平成 28年 1月 30日㈯　午後 1時〜
場所：和泉市コミュニティセンター　3階　多目的ホール
講師：笑福亭　學光　氏
演題：「笑って笑ってお元気に」

★
す
こ
や
か
和
泉
　

   

原
稿
募
集
の
お
願
い

・
発
行
予
定
と
原
稿
締
切
日

【
す
こ
や
か
和
泉
第
三
十
六
号
】　

　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
締
切

　

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
発
行

・
募
集
す
る
作
品
の
種
類
と
内
容

　

随
筆
・
随
想
…
八
百
字
以
内

　

俳
句
類
…
一
人
二
句
以
内

　

そ
の
他
…
写
真
・
書
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど

　

原
稿
に
は
氏
名
・
所
属
校
区
名
を
明

記
の
上
、
市
老
連
事
務
局
（
和
泉
市
立

総
合
福
祉
会
館
）
ま
で
、
郵
送
ま
た
は

持
参
。

　

な
お
、
投
稿
が
多
い
場
合
に
は
次
回

に
ま
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　

 　
　
（
広
報
部
）
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九
月
十
七
日
㈭
、
一
八
四
名
の
参
加

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
合
場
所
か
ら
、

四
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
和
泉
市
を
出
発

し
ま
し
た
。
名
阪
上
野
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

に
集
結
し
、
小
山
市
老
連
会
長
か
ら
、

「
仲
良
く
楽
し
い
二
日
間
の
旅
を
」
と

い
う
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
ま
ず
「
な
ば

な
の
里
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

昼
食
、
園
内
散
策
の
あ
と
、
宿
泊
先

の
鳥
羽
浦
・
戸
田
家
へ
。
一
日
の
疲
れ

を
温
泉
で
癒
や
し
、
六
時
か
ら
の
開
宴

に
そ
れ
ぞ
れ
備
え
ま
し
た
。
宴
会
は
小

山
会
長
、
辻
市
長
の
あ
い
さ
つ
、
有
里

社
協
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
松
永
副
会

長
代
読
）、
門
林
副
会
長
に
よ
る
乾
杯

の
発
声
が
あ
り
、
す
ぐ
さ
ま
に
ぎ
や
か

な
食
事
と
歓
談
の
時
間
に
進
み
ま
し

た
。
待
ち
か
ね
た
カ
ラ
オ
ケ
の
歌
い
手

た
ち
も
舞
台
上
か
ら
自
慢
の
ノ
ド
を
披

露
し
ま
し
た
。
戸
田
家
心
づ
く
し
の
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
酒
も
す
す

み
旧
交
を
深
め
る
光
景
も
多
く
、
時
の

た
つ
の
も
忘
れ
さ
せ
る
例
年
ど
お
り
の

盛
大
な
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
十
八
日
㈮
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

朝
風
呂
か
ら
眺
め
る
絶
景
を
堪
能
し
、

朝
食
を
済
ま
せ
、
九
時
、
宿
を
出
発
。

海
産
物
セ
ン
タ
ー
で
ち
ょ
っ
と
み
や
げ

物
を
買
っ
て
、
い
よ
い
よ
伊
勢
神
宮
へ

向
け
出
発
す
る
。
寿
号
車
、
三
号
車
は

内
宮
、二
号
車
、一
号
車
は
外
宮
を
別
々

に
参
拝
す
る
行
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐

車
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

内
宮
へ
の
参
拝
組
は
大
鳥
居
を
く
ぐ

り
、
五
十
鈴
川
に
か
か
る
宇
治
橋
を
渡

り
、
神
域
内
に
入
り
神
宮
の
森
に
棚
引

く
国
旗
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
玉
砂
利
を
踏

み
し
め
奥
へ
と
進
み
ま
し
た
。
五
十
鈴

川
が
増
水
の
た
め
御
手
洗
場
が
立
ち
入

り
禁
止
で
、
手
水
舎
で
身
を
清
め
、
平

成
二
十
五
年
十
月
に
式
年
遷
宮
が
行
わ

れ
た
内
宮
正
殿
へ
向
か
い
ま
す
。
参
道

の
両
側
は
手
つ
か
ず
の
樹
齢
二
〇
〇
〇

有
余
年
の
ヒ
ノ
キ
や
雑
木
が
立
ち
並

び
、
そ
の
中
を
す
が
す
が
し
く
も
ち
ょ

っ
と
緊
張
し
た
気
持
ち
で
歩
を
進
め
ま

し
た
。
素
木
造
り
で
、
か
や
ぶ
き
屋
根

の
荘
厳
な
内
宮
正
殿
に
、
今
日
ま
で
無

事
過
ご
し
て
来
ら
れ
た
お
礼
の
気
持
ち

を
込
め
て
、ニ
拝
二
拍
手
一
拝
で
参
拝
。

帰
り
道
、
内
宮
別
宮
に
参
詣
し
、
先
に

外
宮
参
拝
の
二
号
車
、
一
号
車
と
合
流

し
ま
し
た
。
昼
食
ま
で
少
し
時
間
が
あ

り
、
門
前
町
の
お
は
ら
い
町
、
お
か
げ

横
丁
で
買
い
物
と
散
策
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
お
は
ら
い
町
の
岩
戸
屋
で
し

た
。
食
事
の
早
い
人
は
外
に
出
て
、
ま

た
、
買
物
や
散
策
で
時
間
の
調
整
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
午
前
と
は
反

対
に
外
宮
、
内
宮
に
分
か
れ
参
拝
に
出

発
し
ま
し
た
。

　

外
宮
で
は
駐
車
場
を
出
て
、
第
一
鳥

居
口
御
橋
を
渡
り
、
手
水
舎
で
身
と
心

を
清
め
太
古
の
自
然
林
の
中
を
左
側
通

行
で
外
宮
正
殿
に
向
か
い
ま
し
た
（
内

宮
は
右
側
通
行
で
す
が
外
宮
は
全
て
左

側
通
行
で
す
）。
式
年
遷
宮
が
内
宮
と

同
時
に
行
わ
れ
た
外
宮
正
殿
に
、
こ
れ

ま
た
内
宮
と
同
じ
く
二
拝
二
拍
手
一
拝

で
、
今
日
の
恵
ま
れ
た
衣
食
住
に
対
し

て
お
礼
の
気
持
ち
で
参
拝
し
、
帰
り
道

は
し
め
縄
で
囲
ま
れ
た
三
つ
石
に
お
礼

参
り
に
立
ち
寄
り
、
勾
玉
池
畔
の
せ
ん

ぐ
う
館
に
入
り
ま
し
た
（
午
前
外
宮
を

参
拝
し
た
組
は
先
に
せ
ん
ぐ
う
館
を
見

学
し
て
い
ま
す
）。

　

せ
ん
ぐ
う
館
に
は
社
殿
造
営
、
御
装

束
、
神
宝
奉
製
の
技
術
が
展
示
さ
れ
、

二
十
年
に
一
度
行
わ
れ
る
式
年
遷
宮
の

遺
品
や
模
型
、
道
具
を
通
じ
て
広
く
今

に
伝
わ
る
わ
が
国
の
伝
統
、
文
化
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
二

十
五
年
、
第
六
十
二
回
の
遷
宮
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

勾
玉
池
を
眺
め
な
が
ら
小
休
止
し
、

全
員
が
そ
ろ
い
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

往
路
と
同
じ
く
、
名
阪
上
野
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
で
ト
イ
レ
休
憩
、
こ
の
間
に
小
山

会
長
と
辻
市
長
は
各
号
車
に
別
れ
の
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
各
号
車
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
に
最
寄
り
の
コ
ー
ス
へ
と
出
発
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

各
車
両
長
、
校
区
会
長
、
単
位
会

長
、
参
加
者
全
て
の
方
々
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
一
人
の
落
後
者
も
な
く
、
楽

し
い
旅
の
思
い
出
で
帰
宅
で
き
、
厚
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
か

ら
二
時
間
あ
ま
り
の
最
後
の
行
程
で
し

た
が
、
和
泉
に
入
る
頃
は
初
秋
の
夕
暮

れ
近
い
時
間
で
し
た
。
家
路
ま
で
の
車

窓
か
ら
は
古
墳
や
池
上
の
遺
跡
も
目
に

と
ま
り
ま
し
た
。
悠
久
の
歴
史
に
ほ
ん

の
わ
ず
か
な
時
間
浸
り
ま
し
た
が
わ
が

和
泉
も
負
け
ず
劣
ら
ず
の
古
代
ロ
マ
ン

の
地
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る

歴
史
紀
行
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
ま

た
新
し
い
趣
向
で
企
画
、
計
画
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【
資
料
編
（
一
部
抜
粋
）】

①�

伊
勢
神
宮
（
内
宮
）
は
正
し
く
は
皇

大
神
宮
と
お
呼
び
し
ま
す
。
天
照
大

御
神
を
お
ま
つ
り
し
て
い
ま
す
（
神

宮
で
は
天あ

ま
て
ら
し
ま
す
す
め
お
お
み
か
み

照
坐
皇
大
御
神
と
申
し
上

げ
て
い
る
）。
御
正
宮
に
は
相
殿
神

と
し
て
、
東
に
天
手
力
男
神
、
西
に

万
幡
豊
秋
津
姫
命
の
二
座
が
あ
る
。

大
御
神
は
皇
祖
神（
日
本
の
御
祖
神
）

と
し
て
歴
代
の
天
皇
は
皇
居
に
お
ま

つ
り
し
て
い
た
が
、
第
十
代
祟
神
天

皇
（
三
世
紀
）
の
御
代
、
皇
女
豊
鍬

入
姫
命
を
御
杖
代
と
し
て
各
地
に
大

宮
地
を
求
め
さ
せ
ら
れ
た
。
第
十
一

代
垂
仁
天
皇
（
三
世
紀
後
半
）
の
御

代
、
皇
女
倭
姫
命
が
代
わ
っ
て
大
御

神
に
お
仕
え
し
、
永
遠
の
お
鎮
ま
り

の
地
を
求
め
、
美
濃
、
近
江
、
伊
勢

の
各
地
を
巡
幸
さ
れ
た
。「
こ
の
地

は
朝
夕
、太
陽
を
望
む
こ
と
が
出
来
、

海
の
波
音
、
山
の
風
音
も
な
く
、
兵

乱
も
な
く
、
大
御
神
の
御
鎮
座
に
ふ

さ
わ
し
い
地
で
あ
る
」
と
申
さ
れ
、

現
在
地
に
神
宮
が
創
建
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
（
た
だ
、
御
鎮
座
に

な
っ
て
平
成
八
年
は
二
千
年
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
）。

②�

外
宮
と
一
般
的
に
は
言
わ
れ
て
い

る
が
正
し
く
は
豊
受
大
神
宮
と
言

い
、
豊
受
大
御
神
を
お
ま
つ
り
し
て

い
る
。
天
照
大
御
神
の
お
告
げ
に
よ

り
、
丹
波
（
天
橋
立
付
近
）
か
ら
こ

の
地
に
お
迎
え
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
創
建
は
第
二
十
一
代
雄
略
天

皇
の
御
世
（
五
世
紀
半
ば
）、
御
鎮

座
さ
れ
て
千
五
百
年
は
昭
和
五
十
二

年
に
あ
た
る
。
天
照
大
御
神
が
お
召

し
上
が
り
に
な
る
大
御
饌（
お
食
物
）

の
守
護
神
で
あ
り
、
私
た
ち
が
営
む

全
て
の
産
業
の
守
り
神
で
あ
る
。
御

饌
殿
は
外
宮
の
正
宮
板
垣
の
内
、
東

北
の
隅
に
あ
る
建
物
で
、
こ
こ
に
毎

日
朝
夕
二
度
、
天
照
大
御
神
、
豊
受

大
御
神
、
そ
の
他
の
神
々
へ
の
大
御

饌
が
供
え
ら
れ
る
。　
　
（
研
修
部
）

　

　

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
へ
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は
「
す
こ
や
か
和
泉
」第
三
十
五
号
の
発
刊
に
あ
た
り
、

広
告
掲
載
の
ご
協
賛
を
賜
り
、ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
ま
す
ま
す
良
い
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。和
泉
市
は
本
年
、市
制
施
行

六
十
年
に
な
り
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　

 

和
泉
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
よ
い
お
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

松
尾
芭
蕉
は
「
奥
の
細
道
」
を
、

〝
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
行
き

か
ふ
年
も
ま
た
旅
人
也
〟
と
、
書
き

出
し
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ
と

と
し
て
過
ぎ
て
い
く
日
、
一
日
を
旅

人
と
し
て
と
ら
え
る
考
え
は
、
古
く

は
中
国
、
そ
し
て
わ
が
国
で
広
く
行

き
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

三
十
五
号
で
は
市
老
連
研
修
旅

行
、
府
老
連
ね
ん
り
ん
の
旅
、
女
性

部
丹
波
路
の
旅
・
三
編
を
、
紀
行
文

と
し
て
収
録
し
て
お
り
ま
す
。
現
実

の
旅
の
文
で
あ
り
な
が
ら
、
時
空
を

超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
情
景
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
年
の
始
ま

り
は
、
ま
た
一
年
の
旅
の
始
ま
り
で

あ
り
ま
す
。
良
い
発
見
、
心
に
残
る

出
会
い
が
数
多
く
あ
り
ま
す
よ
う
祈

っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
増
強
運
動
の
初
年
度
を
振
り

返
り
、特
集
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
ま
で
の
長
い
取
り
組
み

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位

ク
ラ
ブ
で
地
域
の
伝
統
と
特
色
を
生

か
し
、
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
れ

ば
何
よ
り
で
す
。
今
回
表
彰
さ
れ
た

七
ク
ラ
ブ
に
続
き
、
多
く
の
地
域
の

仲
間
に
長
い
人
生
の
旅
の
よ
り
ど
こ

ろ
、
休
み
ど
こ
ろ
が
紹
介
さ
れ
る
よ

う
折
々
、
本
紙
も
も
ろ
も
ろ
の
活
動

の
情
報
も
併
せ
て
提
供
し
な
が
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
元
気
で
、
一
億
総
活
躍

社
会
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ

う
。
本
年
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
（
広
報
部
）

編
集
後
記

⑬

　

平
成
二
十
七
年
は
戦
後
七
十
年
と
い
う
区
切
り
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
例
号
と
少
し
趣
を
変
え
本
欄
も
「
和
泉
市
探
訪
」
を
休
み
、
歴
史

の
旅
に
い
た
し
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
関
西
で
暮
ら
し
た
方
に
は
殊
の

ほ
か
縁
の
深
い
「
伊
勢
神
宮
」
へ
の
旅
を
お
伝
え
し
、
和
泉
市
探
訪
番

外
と
い
た
し
ま
す
。

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています
心療内科・精神科・内科

（0725）54ー1380

午後 1 ：00～ 4 ：00
午前 9 ：00～12：00
診 療 時 間 月 火 木 金 土 日・祝水

和泉市箕形町6－9－8（南海バス箕形バス停西へスグ）
電話予約が必要です

（財）日本医療機能評価機構認定

和泉中央病院

もの忘れ外来 認知症治療入院 等
デイケア・デイナイトケア・認知症デイケア

（0725）54ー2075
和泉市緑ヶ丘一丁目１１番１６号　門忠ビル１Ｆ

ケアプランセンターミット

もの忘れ・介護・認知症に関する
各種相談をお受け致します。

（月）～（金）
午前１０時～午後４時
☎（０７２５）５４－１２７６
受付時間 午前９時～午後10時

もの忘れ
ホットライン

光 明 荘光 明 荘
◆ショートステイ
◆訪問入浴サービス
◆地域包括支援センター
◆いきいきネット相談支援センター

◆デ イサ ー ビス
◆ホームヘルパー
◆居宅介護支援事業所
◆福祉有償移送サービス

和泉市伏屋町３ー８ー１
（0725）56ー1882（代）

特別養護老人ホーム

和泉市唐国町１－９－２ （0725）53－5588

寝台車の御用命も
承りま す

和泉市唐国町4丁目15番56号

社会福祉法人　 葛 城 会

（0725）53ー1126（代）

唐国園特別養護
老人ホーム

TEL（0725）53ー1555

やさしく生命をまもる

Kinshukai

いのち

アルコール依存症・高齢者
精神障がい者の治療で

皆様に選ばれる病院をめざして

精神科 ・ 心療内科 ・ 内科 ・ リハビリテーション科
許可病床数 444床（精神科291床、アルコール63床、介護療養型90床）

和泉市唐国町４ー15ー48

http://www.shinizumi-hp.or.jp/

医療法人　聖和錦秀会

阪和いずみ病院
せいわ 国頭医院

くに とう
消化器科・外科・内科・リハビリテーション科・在宅医療

和泉市伏屋町3ー7ー34 泉北第2ビル1F

http://www.kunito.com
TEL（0725）50ー4545

午後 5 00～： 7 30：
午前 9 00～： 12 30：

月診療時間 火水木金土
○○○○○○
○○○／○／

休診日
木・土曜日の
夜診、
日曜、祝日

◎検査は原則として予約制となっております。
　来院前にお電話にてお問い合わせください。 和泉市葛の葉町６０－１１ （0725）44ー4481

13 30 ～： 17 00：
10 00 ～： 12 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ × ○ ○ ○ ×
☆ × ☆ ☆ ☆ ☆（14時～）

17 00 ～： 19 00： ○ × ○ ☆ ○ ☆
○…予約なし ☆…予約制  火・日・祝は休診

〈 内科診療時間〉

〈形成外科診療時間〉

9：00～12：00　16：30～19：00
内科休診：火曜・日曜・祝日／木・土曜は午後休診

いけだクリニック
内科・形成外科・美容皮膚科


